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左上：上島四所神社の子ども
相撲。土俵の上でおはら
いを受ける子どもたち

左中：鯰三社宮の子ども相撲。
幼い子も堂々と立ち会い

左下：高田八幡宮の子ども相
撲。熱戦に高まる声援

上中：六嘉神社の獅子舞。 
獅子とたわむれる釣り子

上右：秋空を焦がす夕焼け
中央：嘉島幼稚園の運動会
下右：鯰地区の稲刈り



広報かしま

歳 入 41億5,483万7千円
歳 出 37億3,722万5千円

前年度比	
29.36%減

前年度比	
31.13%減

概　

況

　

嘉
島
町
の
平
成
26
年
度
一
般
会

計
決
算
額
は
、
歳
入
41
億
５
４
８

３
万
７
千
円
、
歳
出
37
億
３
７
２

２
万
５
千
円
。
前
年
度
に
比
較
し

て
、
歳
入
は
約
17
億
３
千
万
円

（
29
・
36
％
）
減
、
歳
出
は
約
16

億
９
千
万
円
（
31
・
13
％
）
減
と

な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源
の
比
率

は
51
・
７
％
、
前
年
度
か
ら
７
・

３
％
増
え
ま
し
た
。

　

財
政
状
況
は
一
層
き
び
し
さ
を

増
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
堅
実
な
財
政
運
営
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

歳　

入

　

歳
入
総
額
の
減
少
は
、
町
民
会

館
や
総
合
運
動
公
園
等
の
大
型
施

設
整
備
が
一
段
落
し
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
入
金
や
国
庫
支
出

金
（
補
助
金
）
が
大
幅
に
減
少
し

た
こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。

　

主
な
項
目
で
は
、
企
業
の
業
績

好
転
を
反
映
し
て
法
人
町
民
税
等

の
町
税
が
３
２
８
５
万
６
千
円

（
２
・
２
％
）
増
。
町
民
会
館
や

総
合
運
動
公
園
の
利
用
者
増
に
よ

り
、
使
用
料
及
び
手
数
料
も
１
６

１
４
万
６
千
円
（
59
・
９
％
）
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
毎
年

の
継
続
的
か
つ
安
定
的
な
収
入
を

「
経
常
的
収
入
」
と
い
い
、
行
政

水
準
の
持
続
的
向
上
を
確
保
し
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
の
経
常
的
収

入
の
安
定
が
肝
要
で
す
。
26
年
度

の
経
常
的
収
入
は
28
億
９
７
８
８

万
円
で
、
前
年
度
比
１
億
３
４
０

４
万
円
（
４
・
８
％
）
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
税
、
地
方
譲
与
税
、

地
方
交
付
税
等
を
一
般
財
源
と
い

い
ま
す
が
、
そ
の
大
部
分
が
使
途

を
特
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、

歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
が
大
き

い
ほ
ど
、
地
方
自
治
体
の
自
主
性

が
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
一
般
財
源
は
繰
入
金
等
の
減

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
７
億
５

０
５
１
万
４
千
円
（
19
・
７
％
）

減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
の
構
成
比

は
73
・
４
％
と
前
年
度
か
ら
８
・

８
％
増
え
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
は
21
億
４
８
３
２
万

５
千
円
。
前
年
度
比
４
億
６
０
６

０
万
８
千
円
（
17
・
７
％
）
減
で

し
た
が
、
歳
入
総
額
に
対
す
る
構

成
比
は
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

歳　

出

　

平
成
26
年
度
の
経
費
を
性
質
別

に
分
類
す
る
と
、
義
務
的
経
費

（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
等
）

43
・
０
％
、
経
常
的
経
費
（
物
件

費
、
維
持
補
修
費
、
補
助
費
等
）

27
・
９
％
、
投
資
的
経
費
（
普
通

建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
費
等
）

16
・
５
％
、
そ
の
他
の
経
費
12
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
町
民
会
館
整

備
の
完
了
等
に
よ
り
前
年
度
に
比

べ
て
29
ポ
イ
ン
ト
減
と
、
比
率
は

大
幅
に
下
が
り
ま
し
た
。

　

主
な
使
途
で
は
、
保
育
所
児
童

措
置
費
扶
助
２
億
８
８
１
１
万
９

千
円
、
児
童
手
当
扶
助
１
億
６
３

０
６
万
３
千
円
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
整
備
３
７
６
１
万
８
千
円
、

嘉
島
西
小
校
舎
増
築
工
事
設
計
費

１
１
８
８
万
円
、
新
庁
舎
建
設
を

含
む
上
益
城
消
防
組
合
負
担
金
１

億
３
５
３
０
万
２
千
円
、
東
部
台

地
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
っ
て

新
設
さ
れ
た
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
１
２
４
４
万
４

千
円
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
財
政
事
情

　

わ
が
町
の
経
済
は
、
人
口
増
や

企
業
誘
致
等
に
よ
っ
て
比
較
的
順

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
地
方

の
財
政
事
情
は
今
後
も
厳
し
い
状

況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
少
子
高
齢
化
社
会
の
進

展
や
住
環
境
の
整
備
、
産
業
育
成

等
、
山
積
す
る
多
様
な
課
題
に
比

し
て
財
源
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
財
政
係
）

嘉
島
町
平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算

　

自
主
財
源
比
率
51
％
超

大
型
施
設
整
備
完
了
、
町
税
・
使
用
料
等
増

平
成
27
年
4
月
に
開
所
し
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
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広報かしま

町税 15億0098万 0 千円
繰入金 447万 2 千円
分担金負担金 1億0446万 0 千円
使用料及び手数料 4311万 5 千円
財産収入 205万 0 千円
繰越金 4億5534万 1 千円
諸収入 3755万 0 千円
寄附金 357千円
地方交付税 7億3700万 8 千円
地方特例交付金 672万 2 千円
国県支出金 7億3926万 4 千円
地方譲与税 3841万 2 千円
利子割交付金 153万 0 千円
配当割交付金 553万 8 千円
株式譲渡所得割交付金 554万 1 千円
地方消費税交付金 1億3227万 6 千円
自動車取得税交付金 343万 0 千円
交通安全特別対策交付金 194万 2 千円
町債 3億3484万 9 千円
平成26年度　歳入決算額 41億5483万 7 千円

保育所児童措置費扶助 2億8811万9千円
児童手当扶助 1億6306万3千円
上益城消防組合負担金 1億3530万2千円
益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金 8179万6千円
御船地区衛生施設組合負担金 3403万4千円
町社会福祉協議会負担金 2052万1千円
町道維持補修費 1127万6千円
運動公園体育施設整備事業 1億6622万8千円
子育て支援センター改修事業 3761万8千円
公共下水道事業特別会計繰出金 1億0737万3千円
介護保険特別会計繰出金 1億0090万8千円
国民健康保険特別会計繰出金 6985万9千円
後期高齢者医療特別会計繰出金 2978万2千円
簡易水道事業特別会計繰出金 1244万4千円

議会費 6826万 8 千円 議会活動に要する経費

総務費 5億9866万 1 千円 全般的な管理事務、企画調整事務、財政・財務管理に要する経費、庁舎・
財産維持管理費、戸籍、統計、徴税、選挙等の経費

民生費 10億4677万 9 千円 住民の方の一定水準の生活と安定した社会生活を保障するための経費
衛生費 3億9023万 5 千円 住民の方の健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
農林水産業費 1億2500万 7 千円 農業や畜産等の振興経費、農業委員会費等
商工費 517万 3 千円 商工業の振興、観光事業等の経費
土木費 6億7186万 4 千円 維持的、改良的な土木事業全般
消防費 1億6816万 7 千円 消火事務、災害防除、災害被害軽減活動の経費
教育費 3億6129万 4 千円 教育委員会、小・中学校、社会教育等のすべての教育関係の経費
災害復旧費 千円 災害によって生じた被害の復旧に要する経費
公債費 3億0177万 7 千円 未償還の公債の元金、利子等
平成26年度　歳出決算額 37億3722万 5 千円

平成26年度嘉島町特別会計（前年度比）
国民健康保険
特別会計

歳入 11億4723万9千円（102.73%）
歳出 10億3619万7千円（102.80%）

住宅新築資金等
特別会計

歳入 47万0千円 （93.44%）
歳出 28万0千円（100.00%）

介護保険
特別会計

歳入 7億0277万0千円（103.32%）
歳出 6億5300万4千円（104.95%）

公共下水道事業
特別会計

歳入 6億2824万9千円 （86.63%）
歳出 5億8699万0千円 （89.65%）

後期高齢者医療
特別会計

歳入 1億0698万5千円（103.74%）
歳出 1億0446万6千円（102.74%）

簡易水道事業
特別会計

歳入 1244万4千円 －
歳出 549万1千円 －

歳入

町税

繰入金

繰越金

分担金負担金
使用料及び手数料

財産収入・寄附金・諸収入

自主財源（51.7%）依存財源（48.3%）

地方交付税・地方特例交付金

国県支出金

地方消費税交付金等
地方譲与税 町債

歳入

義務的経費 16億0800万7千円 43.0%
経常的経費 10億4195万5千円 27.9%
投資的経費 6億1706万6千円 16.5%
その他 4億7019万7千円 12.6%
平成26年度　決算額 37億3722万5千円 100.0%

義務的経費=人件費・
扶助費・公債費
地方公共団体の歳出
のうち、その支出が
義務付けられ任意に
軽減できない、硬直
性の高い経費のこと

経常的経費=物件
費・維持補修費・補
助費等
年々持続して固定
的に支出される経
費

投資的経費 = 普通
建設事業費・災害復
旧費
その支出の効果が資
本形成に向けられ、
施設等がストックとし
て将来に残るもの

経費別分類

主な使われ方

総務費

民生費
衛生費

土木費

農林水産業費
商工費

消防費

議会費

教育費

歳出

歳出
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消
防
団
分
団
長

消
防
学
校
入
校

　

町
は
10
月
19
日
か
ら
28
日
ま
で
、

北
甘
木
区
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

地
区
と
役
場
で
、
東
部
台
地
土
地

区
画
整
理
事
業
の
説
明
会
を
開
催
。

地
権
者
の
皆
さ
ん
に
現
在
の
全
体

計
画
と
進
捗
状
況
を
説
明
、
協
力

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

北
甘
木
公
民
館
で
は
、
荒
木
町

長
が
「
区
画
整
理
で
土
地
の
利
用

価
値
を
高
め
、
主
と
し
て
子
育
て

世
帯
に
住
ん
で
も
ら
え
る
魅
力
あ

る
街
づ
く
り
が
必
要
」
と
あ
い
さ

つ
。
担
当
者
が
、
70
・
８
㌶
の
区

域
内
に
公
園
や
道
路
、
調
整
池
な

ど
を
設
け
る
全
体
計
画
や
、
現
時

点
で
想
定
さ
れ
る
減
歩
率
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
辞
令
を
受
け
た
嘉
島
町

消
防
団
の
分
団
長
４
人
（
広
報
か

し
ま
５
月
号
掲
載
）
が
10
月
９
、

10
日
、
熊
本
県
消
防
学
校
に
入
校
、

訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
幹
部
団
員

と
し
て
の
教
養
を
身
に
つ
け
る
た

め
で
す
。

　

９
日
は
、
入
校
に
あ
た
っ
て
の

申
告
を
役
場
で
行
い
、
荒
木
町
長

と
榮
団
長
か
ら
激
励
を
受
け
た
あ

と
、
威
勢
良
く
消
防
学
校
へ
向
か

い
ま
し
た
。

田上要一さん
　

今
後
、
換
地
の
個
別
説
明
会
、

道
路
の
詳
細
設
計
な
ど
を
進
め
る

一
方
、
保
留
地
の
販
売
宣
伝
戦
略

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

「
価
値
高
め
、
魅
力
あ
る
街
に
」

　
関
係
地
区
で
地
権
者
説
明
会

　

上
六
嘉
藤
田
地
区
で
51
区
画
の

宅
地
を
造
成
す
る
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
市
の
㈱
横
田
産
業
が
約

１
・
６
㌶
を
買
収
。
10
月
８
日
に

地
鎮
祭
を
行
っ
て
造
成
を
開
始
。

宅
地
は
１
区
画
２
０
０
～
２
３
０

平
方
㍍
を
計
画
、
区
域
内
に
幅
６

㍍
の
道
路
や
約
５
０
０
平
方
㍍
の

公
園
、
調
整
池
、
防
火
水
槽
な
ど

を
新
設
予
定
で
す
。

　

同
地
は
水
田
や
畑
で
し
た
が
、

ほ
場
整
備
の
区
域
外
で
耕
作
に
は

難
が
あ
り
、
地
元
を
中
心
に
約
３

年
が
か
り
で
地
権
者
の
取
り
ま
と

め
や
農
地
転
用
な
ど
の
手
続
き
を

進
め
て
い
ま
し
た
。

　

町
学
校
保
健
会
と
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
の
合
同
講
演
会
は
10
月

22
日
、
町
民
会
館
で
開
催
。
元
小

学
校
長
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ち

を
つ
な
ぐ
会
代
表
理
事
の
高
濵
伸

一
さ
ん
が
「
子
ど
も
た
ち
の
い
の

ち
に
あ
り
が
と
う
」
と
題
し
て
話

し
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
教
職
員
約
１
０
０
人

が
参
加
。
高
濵
さ
ん
は
、
平
成
16

年
に
大
学
１
年
生
だ
っ
た
長
男
を

交
通
事
故
で
亡
く
し
、
そ
の
５
年

後
に
食
道
が
ん
で
入
院
。
千
羽
鶴

を
折
っ
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
や

が
ん
患
者
か
ら
学
ん
だ
経
験
を
踏

ま
え
て
、「
人
は
み
ん
な
必
要
だ

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
。
子
も
親
も

必
要
な
大
切
な
命
」「
人
の
心
は

人
の
心
で
し
か
い
や
せ
な
い
」「
独

り
ぼ
っ
ち
を
作
ら
な
い
」「
ゴ
ー
ル

す
る
よ
り
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

つ
こ
と
が
大
事
」「
人
の
心
を
つ

な
ぐ
の
は
言
葉
」
と
話
し
ま
し
た
。

上
島
区
嘱
託
員
に　
田
上
　
要
一
さ
ん

　

嘉
島
町
は
10
月
27
日
、
上
島
区

の
田
上
要
一
さ
ん
に
町
嘱
託
員
を

委
嘱
し
ま
し
た
。

　

前
任
者
の
死
亡
に
伴
う
も
の
で
、

任
期
は
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
。

町
と
住
民
を
つ
な
ぎ
、
町
に
対
す

る
様
々
な
要
望
を
町
に
伝
え
ま
す
。

北甘木公民館での説明会

と
し
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
決
定
し
、

来
年
３
月
ま
で
に
現
地
に
案
内
看

板
を
設
置
、
そ
の
後
イ
メ
ー
ジ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

消防学校入校の４人の分団長

上六嘉藤田の宅地開発地

講師の高濵さん

上
六
嘉
地
区
に
51
区
画

宅
地
造
成
工
事
始
ま
る

「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
」

町
学
校
保
健
会
・
町
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
の
合
同
講
演
会
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上
益
城
消
防

フ
ェ
ア
２
０
１
５

は
10
月
17
日
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

上
益
城
消
防
本
部

が
防
災
意
識
を
高

め
て
も
ら
お
う
と

毎
年
開
催
し
て
お

り
、
今
年
で
８
回
目
。

　

消
防
車
や
救
急
車
の
展
示
、
ミ

ニ
消
防
車
の
試
乗
、
綱
渡
り
や
高

さ
３
ｍ
の
崖
を
登
る
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、

ち
び
っ
こ
消
防
士
が
楽
し
く
真
剣

に
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
救
助
隊

の
合
同
の
緊
急
救
助
訓
練
も
あ
り
、

本
番
さ
な
が
ら
の
動
き
に
見
学
者

は
驚
き
の
表
情
。
特
別
ゲ
ス
ト
の

ガ
チ
ャ
ピ
ン
と
ム
ッ
ク
も
登
場
し
、

記
念
撮
影
も
人
気
で
し
た
。

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
園
児
の
消
防

絵
画
の
展
示
も
あ
り
、
入
賞
者
の

表
彰
も
あ
り
ま
し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
は
10
月
２

日
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
。
昨
年

秋
の
受
講
者
な
ど
10
人
が
、
認
知

症
の
方
の
傾
聴
を
学
び
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
野
上
カ
ズ
ヱ
さ
ん
た

ち
６
人
は
町
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
議
会
に
登
録
。
毎
月
１
回
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
康
寿
苑
で
高

齢
者
の
傾
聴
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
く
ま
も
と

の
岩
﨑
静
香
さ
ん
た
ち
３
人
が
指

導
。「
認
知
症
の
方
も
同
じ
『
人
』

と
し
て
接
す
る
」「
相
手
の
世
界

に
沿
っ
て
、
否
定
せ
ず
受
け
止
め

る
」
と
現
場
で
の
悩
み
や
課
題
を

出
し
合
っ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
販

売
中
の
10
月
６
日
、「
幸
運
の
女

神
」
の
吉
沼
若
菜
さ
ん
が
嘉
島
町

役
場
を
訪
問
。「
当
た
り
ま
す
よ

う
に
」
と
笑
顔
で
、
宝
く
じ
を
購

入
者
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
が
、
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益
金
を
扱
う
公

益
財
団
法
人
熊
本
県
市
町
村
振
興

協
会
の
副
理
事
長
を
務
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
５
年
ぶ
り
の
訪
問
。

　

幸
運
の
女
神
は
全
国
で
６
人
。

応
募
者
千
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

吉
沼
さ
ん
は
茨
城
県
在
住
。
今
年

４
月
か
ら
全
国
を
回
り
、
熊
本
県

は
24
番
目
。
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー
の

販
売
所
で
は
、
昼
休
み
中
の
職
員

も
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

来て！ 見て！ ふれて！
上益城消防フェア２０１５

ヘリコプターも登場した上益城消防フェア

綱渡りで真剣な表情の児童 ボルダリングに挑む児童

宝くじを笑顔で渡す吉沼さん

西山さん（右）と荒木町長 悩みや課題を話し合う受講者

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
は
10
月
13

日
、
滝
河
原
の
西
山
千
鶴
子
さ
ん

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

西
山
さ
ん
は
昨
年
８
月
、
夫
の

正
明
さ
ん
を
亡
く
し
た
の
を
機
に
、

寄
付
を
し
ま
し
た
。

　

町
社
協
は
毎
年
秋
、
多
額
の
寄

付
者
に
感
謝
状
を
贈
っ
て
お
り
、

会
長
の
荒
木
町
長
が
自
宅
を
訪
問
、

直
接
手
渡
し
ま
し
た
。

西
山 

千
鶴
子
さ
ん
に
感
謝
状

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

「
幸
運
の
女
神
」来　
庁

「
相
手
の
世
界
に
寄
り
添
っ
て
」

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
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堂
々
と
大
き
な
声
で
質
問
し
、
執

行
部
も
本
物
の
議
会
と
同
様
に
真

摯
に
答
弁
。
他
の
３
年
生
は
議
会

傍
聴
席
と
役
場
２
階
会
議
室
モ
ニ

タ
ー
で
質
疑
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

議
会
を
体
験
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年

開
催
。
今
年
で
４
回
目
。
公
職
選

挙
法
改
正
で
選
挙
権
年
齢
が
18
歳

以
上
に
な
り
、
中
学
生
に
も
議
会

や
政
治
が
よ
り
身
近
に
な
り
ま
す
。

　

議
員
は
生
徒
会
正
副
会
長
と
議

長
、
常
任
委
員
長
の
15
人
。
議
長

は
生
徒
会
議
長
の
後
藤
歩
実
さ
ん
。

　

定
足
数
報
告
や
会
議
録
署
名
議

員
の
指
名
な
ど
本
物
そ
の
ま
ま
に

進
行
。
荒
木
町
長
が
河
川
改
修
や

企
業
誘
致
、
区
画
整
理
な
ど
こ
れ

ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
東
部
台

地
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状

況
、
地
方
創
生
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、

町
財
政
状
況
な
ど
を
説
明
、「
こ

れ
か
ら
も
嘉
島
町
を
い
か
に
発
展

さ
せ
、
住
み
よ
い
町
に
す
る
の
か
、

み
ん
な
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
一
般
質
問
。
議
員
た

ち
は
順
に
登
壇
。
自
分
た
ち
で
考

え
た
質
問
は
教
育
、
税
、
地
域
防

犯
、
都
市
計
画
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
町
長
や
担
当
課
長
は
一
つ
一

つ
て
い
ね
い
に
答
弁
し
ま
し
た
。

　

町
議
会
の
川
上
議
長
、
木
下

副
議
長
も
傍
聴
。
議
長
は
、「
大

変
い
い
質
問
が
続
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
嘉
島
町
に
住
み
続
け
て
、

町
の
発
展
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
生
徒

会
長
の
白
神
嘉
也
君
は
、「
社
会

に
貢
献
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り
努

力
し
、
よ
り
よ
い
嘉
島
町
を
作
る

た
め
に
私
た
ち
も
が
ん
ば
り
た
い
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

問　

嘉
島
中
生
徒
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
利
用
率
は
７
割
超
、
生
徒
会
で

利
用
５
カ
条
を
作
っ
た
。
情
報
モ

ラ
ル
等
へ
の
町
の
取
り
組
み
は
。

答　

利
用
次
第
で
は
便
利
だ
が
、

危
険
性
も
あ
る
。
危
険
の
未
然
防

止
に
熊
本
県
提
唱
の
利
用
５
カ
条

を
町
広
報
誌
に
掲
載
。
今
後
も
広

範
囲
に
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
呼
び

か
け
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

問　

嘉
島
中
は
今
、
す
べ
て
の
教

室
が
使
わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
生

徒
増
で
不
足
も
予
想
さ
れ
る
。
増

設
予
定
は
。

答　

校
舎
増
築
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
。
町
の
単
独
予
算
で
は
厳

し
い
が
、
児
童
生
徒
の
推
移
を
見

な
が
ら
計
画
し
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
く
だ
さ
い
。

問　

町
は
こ
れ
か
ら
も
転
入
者
が

増
え
る
。
不
安
を
軽
減
し
住
民
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
取
り
組
み
は
。

答　

町
や
教
育
委
員
会
の
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
行
事
に
加
え
、
活
発
な

体
育
協
会
の
各
競
技
大
会
、
文
化

協
会
の
部
門
活
動
を
町
広
報
誌
で

紹
介
、
案
内
し
て
い
ま
す
。
行
政

区
や
隣
保
組
で
も
行
事
な
ど
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

問　

税
金
な
ど
の
収
入
で
町
民
に

公
共
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

る
が
、
町
独
自
の
地
方
税
は
。

答　

地
方
税
は
道
府
県
税
と
市
町

村
税
。
嘉
島
町
の
町
税
収
入
額
は

約
14
億
７
千
万
円
で
、
郡
内
２
番

目
。
独
自
の
地
方
税
は
な
い
。
都

後藤　歩実�
議長

嘉島町
子ども議会

教
育
、
税
、
防
犯
、
都
市
計
画
…

嘉
島
中
３
年
生
「
議
員
」

町
執
行
部
に
質
問
、
傍
聴

一
般
質
問

議席に着いた「議員」と傍聴席の 3 年生

前列左から３人目より、工藤教育長、荒木町長、 
川上議長、木下副議長を囲む中学生議員

　

嘉
島
中
学
校
３
年
生
が
「
議

員
」
に
な
っ
て
、
町
長
と
町
執
行

部
に
質
問
す
る
「
子
ど
も
議
会
」

が
10
月
９
日
、
町
役
場
の
町
議
会

議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
員
は

白神　嘉也�
議員

境　真佐樹�
議員

福岡　直人�
議員

家入　涼奈�
議員
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市
計
画
税
が
考
え
ら
れ
る
が
、
企

業
誘
致
や
区
画
整
理
の
妨
げ
に
な

る
の
で
、
導
入
は
難
し
い
。

問　

日
没
が
早
く
な
っ
て
街
灯
が

な
い
と
こ
ろ
は
下
校
時
怖
い
。
犯

罪
抑
止
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
。

答　

警
察
や
各
種
団
体
と
日
ご
ろ

か
ら
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
ほ
か
、
設

置
箇
所
、
管
理
・
運
営
、
費
用
な

ど
課
題
が
あ
る
が
、
学
校
や
通
学

路
へ
の
設
置
検
討
を
進
め
た
い
。

問　

自
転
車
は
原
則
、
車
道
の
左

側
通
行
だ
が
、
朝
は
車
も
多
く
危

な
い
。
歩
道
を
走
れ
る
区
間
を
延

ば
せ
な
い
か
。

答　

歩
道
の
通
行
可
能
区
間
の
延

長
は
御
船
署
に
要
請
し
て
い
ま
す
。

危
な
い
と
き
は
無
理
に
車
道
を
走

る
よ
り
、
安
全
を
確
保
し
て
の
歩

道
通
行
や
自
転
車
を
降
り
て
歩
く

こ
と
な
ど
を
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事

業
を
含
め
、
嘉
島
東
小
校
区
の
都

市
計
画
で
公
園
整
備
を
。

答　

公
園
は
「
防
災
拠
点
」
で
も

あ
り
、
東
部
事
業
区
域
の
計
画
は

新
た
に
６
カ
所
。
現
在
、
西
小
校

区
に
は
13
カ
所
、
東
小
校
区
は
７

カ
所
あ
り
、
総
合
運
動
公
園
が
完

成
す
れ
ば
８
カ
所
に
な
り
ま
す
。

問　

町
民
会
館
や
総
合
運
動
公
園

の
施
設
が
充
実
し
て
き
た
。
町
民

が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
利
用

費
の
無
料
化
、
減
額
は
。

答　

町
民
会
館
、
総
合
運
動
公
園

は
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
多
く
の
方
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
新
イ
ベ
ン
ト

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
の

維
持
管
理
に
は
税
金
も
使
っ
て
い

ま
す
。
小
中
学
校
な
ど
の
使
用
料

は
減
免
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
町

民
に
は
経
費
に
見
合
う
適
正
な
負

担
を
求
め
て
い
ま
す
。

問　

農
業
体
験
の
よ
う
な
形
で
、

町
外
の
方
と
農
家
の
方
が
一
緒
に

町
特
産
の
大
豆
を
育
て
る
企
画
は
。

答　

嘉
島
の
大
豆
は
安
全
・
安
心

で
高
品
質
。
県
内
で
も
指
折
り
の

産
地
で
す
。
ご
質
問
の
企
画
は
受

け
入
れ
農
家
が
必
要
。
11
月
設
立

予
定
の
広
域
農
場
に
検
討
を
お
願

い
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

問　

嘉
島
町
で
も
い
つ
大
き
な
自

然
災
害
が
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
。
発
生
時
に
ど
の
よ
う
に
町
民

に
避
難
指
示
等
を
伝
え
る
の
か
。

答　

災
害
が
起
き
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
は
、
区
長
や
消
防
団
な
ど

を
通
じ
た
周
知
、
町
内
一
円
の
防

災
行
政
無
線
、
個
人
登
録
の
防
災

メ
ー
ル
で
避
難
情
報
を
伝
え
ま

す
。
皆
さ
ん
も
日
頃
か
ら
避
難
経

路
や
場
所
な
ど
を
確
認
す
る
な
ど
、

「
自
助
」
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

問　

高
校
へ
進
学
す
る
と
バ
ス
通

学
が
多
く
な
る
。
バ
ス
路
線
を
増

や
す
計
画
は
。

答　

路
線
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る

バ
ス
会
社
の
経
営
は
厳
し
く
、
行

政
が
赤
字
を
補
て
ん
、
嘉
島
町
の

補
助
は
年
間
１
千
万
円
。
た
だ
、

地
域
住
民
の
通
勤
、
通
学
な
ど
に

必
要
な
生
活
交
通
手
段
で
あ
り
、

極
力
利
便
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う

運
行
計
画
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

問　

町
外
の
方
に
町
の
よ
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
ど
の
よ
う

な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ラ
ス
ト

マ
ッ
プ
を
町
内
施
設
や
店
舗
、
県

外
の
熊
本
県
関
連
施
設
に
設
置
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報
を
発

信
し
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
や
テ
レ

ビ
番
組
へ
も
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

問　

町
の
４
人
に
１
人
は
65
歳
以

上
と
聞
き
ま
し
た
。
介
護
が
必
要

な
家
庭
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
の

方
へ
ど
の
よ
う
な
支
援
を
。

答　

高
齢
者
や
要
支
援
・
要
介

護
者
は
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
訪
問
す

る
介
護
や
看
護
、
施
設
に
通
う
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

へ
の
入
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
利

用
者
の
費
用
負
担
は
１
割
で
す
。

問　

高
齢
者
に
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

優
待
乗
車
券
を
配
っ
て
い
る
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
導
入
は
。

答　

民
間
路
線
バ
ス
の
運
行
困
難

な
中
山
間
地
域
や
、
黒
字
可
能
な

都
市
部
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

嘉
島
町
は
町
域
が
狭
く
自
家
用
車

が
よ
く
利
用
さ
れ
、
ま
た
バ
ス
事

業
は
車
両
購
入
、
維
持
管
理
な
ど

財
政
負
担
が
大
き
い
た
め
、
導
入

の
検
討
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

宮村　謙吾�
議員

田村　蓮汰�
議員

林田　久遠�
議員

前田　彩衣�
議員

田中　楓時�
議員

原田　真幸�
議員

西村　唯�
議員

森田　敦也�
議員

本田　幸菜�
議員

中山　春音�
議員
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10
月
11
日
、
町
民
体
育
館

※
表
紙
参
照

　
10
月
10
日
、
新
園
舎
園
庭

　
10
月
３
日
、
町
民
体
育
館

に
熱
演
。
先
生
た
ち
は
「
サ
ラ

イ
」
の
合
唱
を
披
露
、
３
年
生
は

全
員
で
「
旅
立
ち
の
時
」
を
大
合

唱
し
て
熱
い
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
保
護
者
や
地
域
の
人

た
ち
も
大
勢
詰
め
掛
け
、
生
徒
の

発
表
に
盛
ん
な
拍
手
を
送
り
、
展

示
さ
れ
た
作
品
に
熱
心
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て

　
　
嘉
島
中
文
芸
発
表
会

嘉
島
幼
稚
園

スポーツ
の

秋
運動会

嘉
島
保
育
園

幼
光
保
育
園

２年生学年劇「命どう宝」

３年１組学級劇「グッドバイ・マイ…」 ３年２組学級劇「答辞」

　

テ
ー
マ
は
「
輝
き
」
―
嘉
島
中

学
校
の
文
芸
発
表
会
は
10
月
25
日
、

同
校
体
育
館
で
開
催
。
生
徒
た
ち

は
合
唱
や
演
劇
、
作
品
な
ど
を
発

表
、
表
舞
台
の
出
演
者
か
ら
照
明

や
大
道
具
役
の
裏
方
ま
で
誰
も
が

輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

前
田
彩
衣
文
化
委
員
長
と
髙
森

富
雄
校
長
が
「
一
人
ひ
と
り
が
輝

い
て
」
と
あ
い
さ
つ
。
吹
奏
楽
部

の
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
、
恵
楓
園
で
学
ん
だ

ハ
ン
セ
ン
病
を
「
生
き
る
」
と
い

う
演
劇
で
発
表
。
２
年
生
は
沖
縄

戦
を
題
材
に
し
た
演
劇
「
命
ど
う

宝
」
に
反
戦
へ
の
思
い
を
込
め
、

３
年
生
は
卒
業
や
運
命
を
テ
ー
マ

文化の
秋
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ら
獅
子
が
投
げ
下
ろ
す
ボ
タ
ン
の

花
を
、
詰
め
掛
け
た
大
勢
の
人
た

ち
が
奪
い
合
い
ま
し
た
。

　

六
嘉
獅
子
舞
は
、
昭
和
36
年
指

定
の
第
１
号
熊
本
県
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
。
無
病
息
災
や
五
穀
豊

穣
を
祈
願
し
、
起
源
は
奈
良
時
代
、

が
大
関
の
弓
矢
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
の
「
豊
年
祭
り
」
の

日
に
開
催
。
運
営
は
隣
組
の
持
ち

回
り
。
今
年
は
男
女
20
人
余
り
が

参
加
。
盛
ん
な
声
援
の
中
、
熱
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
９
日
の
例
大
祭
に
合
わ
せ

て
開
催
。
隣
組
の
持
ち
回
り
で
運

営
。
今
年
は
男
女
約
50
人
が
参
加
。

年
齢
、
学
年
別
に
対
戦
。
３
人
抜

き
や
５
人
抜
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

例
大
祭
翌
日
の
10
月
10
日
に
開

催
。
地
元
消
防
団
の
第
３
分
団
第

２
部
の
団
員
が
運
営
。
今
年
の
参

加
は
男
女
約
30
人
。
３
人
抜
き
の

６
年
生
決
戦
で
は
、
山
崎
永
航
君

　

10
月
17
日
、
下
六
嘉
の
保
存
会

が
奉
納
し
ま
し
た
。

　

横
笛
と
太
鼓
に
よ
る
囃
子
に
合

わ
せ
て
、
雌
雄
一
組
の
獅
子
が
勇

壮
に
舞
い
、
戦
士
に
扮
し
た
男
児

が
獅
子
と
戦
い
ま
し
た
。

　
「
棚
の
ぼ
り
」
で
は
、
高
さ
20

㍍
余
り
の
「
登
り
竿
」
の
先
端
か

ま
た
は
４
０
０
年
以
上
前
の
加
藤

清
正
公
の
こ
ろ
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

10
月
23
日
、
農
村
女
性
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
代
表
の
河
原
君
代

さ
ん
提
供
の
井
寺
の
田
で
、
熊
本

市
東
区
若
葉
か
ら
き
た
園
児
23
人

が
、
会
員
と
一
緒
に
に
ぎ
や
か
に

稲
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

高
田
八
幡
宮

秋祭り

子ども
相撲

上
島
四
所
神
社

六
嘉
神
社

鯰
三
社
宮

嘉
島
町
農
村
女
性

グ
ル
ー
プ
熊
本
市
・

の
ぞ
み
保
育
園

※表紙参照

秋祭り

六嘉
獅 子 舞
※表紙参照

六嘉獅子舞保存会の皆さん 戦士が獅子と戦う「棒使い」

獅子の「棚のぼり」

稲刈り
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嘉
島
町
教
育
委
員
会
が
10
月
２
日
審

査
。
優
秀
作
は
役
場
や
町
民
会
館
な
ど

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

※
注
（　

）
は
小
学
校
。
嘉
島
中
は
省
略
。

【
小
１
】

▽
優
秀
・
特
選　

　
　
　
　
　
お
ざ
き　
ひ
な
た
（
東
）

き
ゅ
う
し
ょ
く
を　
の
こ
さ
ず
た
べ
る　

い
の
ち
だ
も
ん　

▽
入
選　

ふ
く
し
ま　

ま
お
（
西
）

メ
ダ
カ　

ザ
リ
ガ
ニ　

さ
か
な
と

り　

み
ず
も
と
っ
て
も　

お
い
し
い
よ　

ず
っ
と
大
す
き　

ぼ
く
の
ま
ち　

▽
入
選　

な
が
む
ら　

れ
ん
（
東
）

て
ん
ね
ん
す
い　

き
れ
い
だ
よ
み
て

ほ
ん
と
だ
よ

【
小
２
】

▽
特
選　

杉
本　

ひ
さ
し
（
西
）

な
か
な
い
で　

ぼ
く
が
た
す
け
て　

あ

げ
る
か
ら

▽
入
選　

片
谷　

心
春
（
東
）

い
っ
し
ょ
に
か
え
ろ
う　

う
ん　

か
え

ろ
う　

あ
し
た
も
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ

う
ね

▽
入
選　

か
け
す　

あ
ゆ
（
西
）

う
れ
し
い
な　

や
さ
し
く
す
る
の
も　

さ
れ
る
の
も

【
小
３
】

▽
特
選　

山
口　

陽
亮
（
西
）

き
も
ち
い
い　

え
が
お
い
っ
ぱ
い　

か

し
ま
ま
ち

▽
入
選　

浦
田　

み
ず
き
（
東
）

友
だ
ち
と　

家
ぞ
く
が
い
る
か
ら　

し

あ
わ
せ
だ

▽
入
選　

前
田　

こ
は
く
（
東
）

自
分
も
友
達
だ
っ
て　

み
ん
な
み
ん
な

い
き
て
い
る　

生
き
て
い
る
か
ら　

楽

し
い
ね

【
小
４
】

▽
優
秀
・
特
選　
廣
田　
希
空
（
東
）

ど
う
ぶ
つ
も　
命
が
あ
る
よ　
や
さ
し

く
ね

▽
入
選　

山
本　

蘭
平
（
西
）

命
は
ね　

親
か
ら
も
ら
っ
た　

希
望
だ

よ▽
入
選　

中
村　

友
人
（
西
）

い
つ
ま
で
も　

水
が
き
れ
い
だ　

嘉
島

町【小
５
】

▽
優
秀
・
特
選　
村
上　
大
耀
（
東
）

す
き
と
お
る　
人
の
心
と　
水
の
色

▽
入
選　

芦
田　

来
夢
（
西
）

た
く
さ
ん
の　

小
さ
な
命
に　

お
め
で

と
う

▽
入
選　

蒲
地　

陽
汰
（
西
）

助
け
合
お
う　

ぼ
く
ら
の
命　

一
つ
だ

よ【小
６
】

▽
特
選　

上
野　

龍
我
（
東
）

命
を
ね　

未
来
の
子
ど
も
に　

つ
な
げ

て
く

▽
入
選　

本
田　

優
菜
（
西
）

大
豆
達　

そ
れ
を
育
む　

地
下
の
水

▽
入
選　

下
西　

佳
夏
子
（
西
）

知
ら
ぬ
う
ち　

助
け
ら
れ
て
る　

友
達

に【中
１
】

▽
優
秀
・
特
選　
牛
島　
颯
汰

後
世
に　
残
し
て
い
こ
う　
こ
の
風
景　

み
ん
な
で
守
ろ
う　
嘉
島
の
泉

▽
入
選　

德
永　

桃
亜

町
の
未
来　

私
た
ち
が　

築
く
も
の

▽
入
選　

三
重
野　

遼

ふ
る
さ
と
へ　

帰
る
と
な
ぜ
か　

笑
顔

に
な
る

【
中
２
】

▽
特
選　

廣
田　

百
華

自
慢
し
た
い　

こ
こ
が
私
の　

ふ
る
さ

と
と

▽
入
選　

上
田　

梨
世

田
ん
ぼ
道　

き
れ
い
な
川
の　

音
が
す

る▽
入
選　

伊
福　

欧
助

考
え
よ
う　

生
ま
れ
た
命
の　

尊
さ
を

【
中
３
】

▽
特
選　

前
田　

彩
衣

ふ
る
さ
と
は　

心
が
き
れ
い
に　

な
れ

る
場
所

▽
入
選　

大
舘　

絵
理

ふ
る
さ
と
は　

変
わ
ら
ず
ず
っ
と　

心

の
支
え

▽
入
選　

竹
永　

未
紗

こ
ん
に
ち
は　

一
つ
の
命　

生
ま
れ
た

よ

「
豊
か
な
心
を

　
　

 

育
む
」
標
語

優
秀
・
特
選
・
入
選
作

　

全
国
の
新
聞
社
が
加
盟
す
る
日
本
新

聞
協
会
の
「
第
６
回
い
っ
し
ょ
に
読
も

う
！
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
10
月
１
日
、

嘉
島
中
１
年
生
の
前
崎
良
太
君
が
熊
本

県
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
小
中
高
生
が
対
象
。

気
に
な
っ
た
新
聞
記
事
を
選
び
、
家
族

や
友
だ
ち
と
話
し
合
っ
た
感
想
や
意
見

を
募
集
。
今
年
は
県
内
で
２
８
９
０
編

の
応
募
が
あ
り
、
熊
本
県
賞
は
54
編
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

作
品
提
出
は
夏
休
み
の
宿
題
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
の
前
崎
君
は
、
熊
日
記
事
「
小

国
高
野
球
部
『
存
続
か
け
た
新
入
部
員

勧
誘
』」
を
選
び
ま
し
た
。
同
高
野
球

部
は
存
続
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
10
人

で
夏
の
県
大
会
に
出
場
、
か
つ
て
大
差

で
敗
れ
た
チ
ー
ム
に
挑
む
と
い
う
内
容
。

前
崎
君
の
感
想
は
「
可
能
性
を
信
じ
て
、

何
事
に
も
立
ち
向
か
お
う
と
思
う
」。

　

嘉
島
中
は
教
育
に
新
聞
を
活
用
す
る

Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指
定
校
。
授
業
で
新
聞
を

活
用
し
、
校
内
に
新
聞
閲
読
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

熊本県賞を受賞した
前崎 良太 君

いっしょに読もう！新聞コンクール

熊 本 県 賞 受 賞 嘉島中１年　前崎　良太 君
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ラジオ作りに挑戦

　

幼
光
保
育
園
で
10
月
５
日
、「
動
物

と
の
ふ
れ
あ
い
方
教
室
」
が
開
か
れ
、

園
児
た
ち
は
犬
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
を

通
し
て
命
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

御
船
保
健
所
と
県
動
物
管
理
セ
ン

タ
ー
が
開
催
。
園
児
は
、
セ
ン
タ
ー
で

飼
わ
れ
て
い
る
犬
の
心
音
と
、
聴
診
器

を
使
っ
て
友
だ
ち
の
心
音
を
聞
き
合
い
、

人
も
動
物
も
命
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
犬
と
の
接
し
方
で
は
、

犬
の
習
性
や
、
か
ま
れ
な
い
さ
わ
り
方

な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
石
原
貢
一
所
長
は
、

「
犬
の
心
臓
の
大
き
さ
や
動
く
早
さ
は

み
ん
な
と
違
う
け
れ
ど
、
人
も
動
物
も

生
き
る
た
め
に
心
臓
は
動
い
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
命
も
動
物
の
命
も
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
小
の
６
年
生
18
人
が
10
月

26
日
、
Ｉ
Ｃ
や
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を

使
っ
た
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
熊
本

県
支
部
（
清
田
政
勝
支
部
長
）
と
総

務
省
電
波
適
正
利
用
推
進
員
熊
本
県

協
議
会
（
中
島
敬
也
会
長
）
の
６
人

が
指
導
。
児
童
は
プ
リ
ン
ト
基
板
に

抵
抗
や
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な
ど
を
差
し

込
み
、
初
め
て
の
ハ
ン
ダ
付
け
な
ど

に
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
ラ
ジ
オ
が
電
波
を
と
ら

え
、
放
送
が
聞
こ
え
た
と
き
は
、
満

面
の
笑
顔
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

動物とのふれあい方教室

命の大切さ学ぶ
幼光保育園

嘉島東小６年生

互
い
の
心
音
を
聴
き
合
う
園
児
た
ち

健康な心と体は
規則正しい

生活リズムから

○�

１
日
は
24
時
間
、
人
の
体
内
時
計

は
25
時
間
。
睡
眠
は
こ
の
誤
差
を

リ
セ
ッ
ト
す
る
。

○�

睡
眠
中
に
成
長
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
。

細
胞
を
修
復
し
、
勉
強
し
た
内
容

（
記
憶
）
を
定
着
さ
せ
る
。

○�

朝
日
を
浴
び
る
と
、
幸
せ
ホ
ル
モ

ン
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
分
泌
す
る
。

○�
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
気
持
ち
を
安
定
さ

せ
、
不
安
や
緊
張
を
抑
え
る
。

　
→
勉
強
に
集
中
で
き
る
。

　
→
１
日
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
。

　
→
ス
ト
レ
ス
に
強
く
な
る
。

○�

夜
、
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
の
光
と
音
の

刺
激
を
受
け
る
と
、
睡
眠
を
誘
う
仕

組
み
が
働
か
な
く
な
り
、
眠
れ
な
く

な
る
。

○�

睡
眠
不
足
は
、「
体
が
危
機
的
状
況
」

と
食
欲
増
進
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る

た
め
、
太
る
。

☆�

今
の
自
分
は
未
来
の
自
分
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
細
胞
が
た
く
さ
ん
成

長
で
き
る
の
は
、
今
。
生
涯
で
ご
く

限
ら
れ
た
時
間
を
ど
う
過
ご
す
か
？

自
分
で
決
め
て
！

【
３
年
生
の
感
想
】

○�

ケ
ー
タ
イ
に
さ
わ
る
時
間
を
減
ら
し

て
早
く
寝
る
よ
う
に
し
た
い
。

○�

夜
は
し
っ
か
り
早
く
、
11
時
前
に
寝

て
７
時
間
は
寝
る
。

○�

睡
眠
時
間
を
削
る
の
は
よ
く
な
い
の

で
、
早
く
か
ら
勉
強
す
る
。

○�

脳
に
記
憶
を
プ
リ
ン
ト
す
る
た
め
に

早
め
に
寝
る
。

○�

塾
か
ら
帰
っ
て
ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て

い
た
の
で
、
改
善
す
る
。

○�

こ
れ
か
ら
早
く
寝
て
、
朝
の
勉
強
に

変
え
る
。

○�

こ
れ
か
ら
昼
間
勉
強
を
が
ん
ば
り
、

早
寝
早
起
き
を
す
る
。

○�

１
時
を
過
ぎ
て
寝
る
こ
と
が
多
い
。

早
起
き
し
て
朝
ご
は
ん
を
き
ち
ん
と

食
べ
る
。

○�

早
く
寝
る
と
太
り
に
く
く
、
勉
強
に

も
い
い
と
わ
か
っ
た
。

十
分
な
睡
眠
は
勉
強
効
果
大

生
活
リ
ズ
ム
と
中
学
生
の
健
康

　

嘉
島
中
学
校
３
年
生
は
、
来
春
の
受

験
を
控
え
て
大
事
な
時
期
。
一
生
懸
命

な
あ
ま
り
に
深
夜
ま
で
勉
強
し
て
生
活

リ
ズ
ム
も
狂
い
が
ち
な
生
徒
も
い
ま
す
。

役
場
町
民
課
の
古
田
保
健
師
が
「
生
活

リ
ズ
ム
を
整
え
て
、
十
分
な
睡
眠
と
朝

の
目
覚
め
は
受
験
勉
強
に
も
効
果
的
」

と
話
し
ま
し
た
。
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女子・嘉島Ａ ３位！
　

上
益
城
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
駅
伝
競
走

大
会
は
10
月
20
日
、
益
城
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
周

回
コ
ー
ス
で
開
か
れ
、
女
子
の
嘉
島
Ａ
チ
ー
ム

が
見
事
、
６
年
ぶ
り
に
３
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

女
子
は
５
区
間
12
・
54
㌔
に
12
チ
ー
ム
が
出

場
。
嘉
島
Ａ
は
１
区
か
ら
廣
田
百
華
さ
ん
、
倉

岡
亜
衣
さ
ん
、
境
桜
香
さ
ん
、
竹
田
渚
さ
ん
、

井
上
彩
さ
ん
（
い
ず
れ
も
２
年
生
）
が
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
１
区
の
５
位
か
ら
次
第
に

順
位
を
上
げ
、
記
録
は
48
分
35
秒
。
指
導
の
丸

山
先
生
は
「
全
員
が
力
を
出
し
切
り
、
こ
れ
以

上
な
い
と
い
う
結
果
」
と
満
点
の
評
価
で
し
た
。

　

女
子
の
嘉
島
Ｂ
は
８
位
。
14
チ
ー
ム
出
場
の

男
子
は
嘉
島
Ａ
が
６
位
。
同
Ｂ
は
13
位
で
し
た
。

上益城郡中学総体駅伝
鯰
ク
ラ
ブ
優
勝

第
35
回
町
長
旗
争
奪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会鯰クラブチーム 

（８月 17 日～ 25 日、町営グラウンド）

鯰
ク
ラ
ブ
優
勝

第
38
回
年
齢
別

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会鯰クラブチーム 

（９月 14 日～ 25 日、町営グラウンド）

嘉
島
ク
ラ
ブ
連
覇

第
3
回
上
益
城
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会嘉島クラブチーム 

（９月 26 日、御船町民グラウンド） 郡駅伝に出場した嘉島中チーム

嘉 島 町 総 合 運 動 公 園

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。

各種大会予定	 平成27年10月31日現在

月 日 曜 大　会　名 場所 開始時間 主　催　者

11

14 土 第６回九州ユース（U－１３）サッカーリーグ 競技場 １０：００～ 九州サッカー協会　23日も開催

15 日 第50回熊本県サッカーリーグ（１部） 競技場 ９：００～ 熊本県サッカー協会　29日も開催

21 土 第７回熊本県郡市選抜少年軟式野球大会 野球場 ８：００～ 熊本県軟式野球連盟　22日まで

28 土
高円宮杯Ｕ－１８サッカーリーグ２０１５ 
プリンスリーグ九州

競技場 １０：００～ 九州サッカー協会

12

5 土
第７回日本プロ野球クラブOB杯 
熊本県中学生軟式野球大会

野球場 ８：００～ 熊本県軟式野球連盟　12日も開催

6 日
第10回熊本県クラブユース（U－１３） 
サッカー大会

競技場 ９：００～ 熊本県サッカー協会　13日も開催

19 土
第７回九州自治体職員 
シニアサッカーフェスティバル

競技場 ９：００～ 九州自治体職員サッカー連盟

25 金 九州高等学校陸上競技合宿（U－１８） 競技場 １３：００～
日本陸上競技連盟　28日まで
26日からは９：００～
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《
11
～
12
月
の
休
館
日
》

11
月　

16
、
24
、
30
日

12
月　

7
、
14
、
21
、
28
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス

　

ト
は
利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
お
は
な
し
会
》

　

11
月
25
日
、12
月
9
、23
日
の

15
時
半
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の
部

屋
で
。
参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

読
ん
で
み
て！

図
書
室
か
ら

開
館
日　
火
曜
日
～
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
～
17
時

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌

日
）・
12
月
28
日
～
１
月
４
日

☎
２
３
７

−

０
０
５
８

おすすめ本

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール催物案内	 平成27年10月31日現在

月 日 曜 ホール催し物 開演時間 入場料 主催者 
（問い合わせ先）

11

15 日 バレエスペースフューチャー発表会 16:00 無料 バレエスペースフューチャー 
　　　　　 ☎ 090－7458－3419

21 土 「ヨガフェスタ」ケイズ・ストレッチヨガ 13:00 無料 ケイズ・ストレッチヨガクラブ 
　　　　　☎ 090－1349－5909

22 日 WINTER コンサート 2015 13:00 無料 くまモンの会 
　　　　　☎ 090－8836－9359

28 土 フルートアンサンブルコンサート 14:00 有料 フルートアンサンブル・ラ・フェリーチェ
　　　　　☎ 090－9592－0364

29 日 みのりのもりピアノ教室発表会 13:00 無料 みのりのもりピアノ教室 
　　　　　☎ 090－9477－9960

12
5 土 嘉島保育園発表会 9:00 無料 嘉島保育園　　　 ☎ 237－1016

6 日 ロマン琴 Gclef 演奏会 12:30 有料 ロマン琴 Gclef 川上 あい子 
　　　　　☎ 090－4993－2783

　

わ
た
し
は
ま
女
や
ま
ほ
う
使
い

が
大
す
き
で
す
。
登
じ
ょ
う
人
物

に
か
ん
け
い
が
あ
っ
た
の
で
、
こ

の
本
に
し
ま
し
た
。

　

マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
と
ね
こ
の
オ
ス

カ
ー
が
お
ひ
っ
こ
し
、
そ
こ
は
お

ば
け
や
し
き
。
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
と

オ
ス
カ
ー
は
ま
女
に
な
っ
て
、
お

ば
け
を
つ
か
ま
え
、
あ
ら
っ
て
か

わ
か
し
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
、
カ
ー

テ
ン
、
ベ
ッ
ド
シ
ー
ツ
に
し
ま
し

た
。
と
て
も
お
も
し
ろ
い
の
で
読

ん
で
く
だ
さ
い
。

「
お
ば
け
や
し
き
に
お
ひ
っ
こ
し
」

　
　
作
・
絵
／
カ
ズ
ノ
・
コ
ハ
ラ　

　
　
訳
／
石
津
ち
ひ
ろ　
光
村
教
育
図
書

嘉島東小学校３年

福永 瑠菜さん

サラバ！　上・下�
� 西加奈子
鹿の王　還って行く者　上・下�
� 上橋菜穂子
もののふ莫迦�
� 中路啓太
一千兆円の身代金�
� 八木圭一
下町ロケット�
� 池井戸潤
京大芸人式日本史�
� 菅広文
誰も知らなかった星野リゾート�
こだわり日本旅�
� さとうあきこ　奥谷仁＝写真
遺したい日本の風景Ⅰ　古民家�
� 日本風景写真協会
２時間でわかる　日本と世界の領土問題
� ニュースなるほど塾　編
保育士おとーちゃんの�
「叱らなくていい子育て」�
� 須賀義一

空と天気のふしぎ１０９�
� 著／森田正光　写真／八板康麿
雨夜の皇子　熊本西郊の昔話�
� 島田まさ　　絵　はたらきただし
ポップコーンの魔法�
� たかどのほうこ・作　千葉史子・絵
鹿踊りのはじまり�
� 宮沢賢治・作　たかしたかこ・絵
こんな家にすんでたら　世界の家の絵本�
� ジャイルズ・ラロッシュ　訳＝千葉茂樹
いきている　ひかり�
� モリー・バング＆ペニー・チザム作�
� さくまゆみこ訳
わらしべちょうじゃ�
� ぶん　さいごうたけひこ�
� え　さとうちゅうりょう
ひぐまのあき�
� 手島圭三郎
ねこのジンジャー�
� シャーロット・ヴォーク 作　小島希里 訳
とんねる　とんねる�
� ぶん・え　岩田明子
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平成２８年度認可保育所等利用申込案内

　平成28年度の認可保育所等の利用申込受付を開始します。平成28年 4 月から平成29年 3 月ま
での間に利用を希望される方は、役場町民課又は町内の保育所に備え付けてある利用申込書等
を受付期間内に提出してください。
　現在利用中の方や平成27年度利用の申し込みをして待機中の方も、再度お申し込みが必要です。
　また、育児休業明け等の理由で、平成28年度の途中（5月以降）から利用を希望される方も
必ず申し込んでください。（出産予定・転入予定でも申し込みできます。）
　在園児については保育所から申込書を配布しますので、保育所に提出してください。
　詳細については、町ホームページに掲載の「保育所等利用申込案内」をご覧ください。

★受付期間………平成27年11月24日（火）～平成27年12月28日（月）まで
★受付場所………役場町民課福祉係（土日祝日は除く。）
★利用基準………	保育所を利用できるお子さんは、嘉島町にお住まいで保護者が次のいずれか

に該当することが必要です。
　①就労（就労時間：月48時間以上）
　②妊娠、出産
　③保護者の疾病、障害
　④同居又は長期入院等している親族の介護・看護
　⑤災害復旧
　⑥求職活動（起業準備を含む）
　⑦就学（職業訓練校等における就業訓練を含む）
　⑧虐待やＤＶのおそれがあること
　⑨育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　⑩その他、上記に類する状態にあると町長が認める場合

★保 育 料………	お子さんの年齢と、父母の町民税の課税状況に応じて算定します。なお、父
母の収入が著しく低い場合は、同居の家族の中で所得の一番高い方で算定す
る場合があります。兄弟姉妹同時利用軽減等の減額措置もあります。

★面　　接………	今年度より、新規申し込みの方（現在待機中の方も含む）、確認事項がある方
についてのみ面接を行います。（平成28年 2 月上旬頃予定）

★そ の 他………	お子さんの心身発育でご心配な点がある方は、申し込み前に町民課福祉係ま
でご相談ください。

【町内認可保育所概要】（平成27年11月 1 日現在）★来年度より保育園が１園増える予定です★

保育所名 所在地 電話番号 定員 ０歳
受入月齢

保育時間
（延長保育含む） その他

幼光保育園 鯰1177－4 237－0601 120人 3 ヶ月～ 7：00 ～ 19：00 一時保育あり

嘉島保育園 上島925－1 237－1016 180人 6 ヶ月～ 7：00 ～ 19：00

東部幼光保育園 三郎無田
（ひがし歯科医院裏） － 90人 ３ヶ月 7：00 ～ 19：00 H28年4月

開所予定

　定員を超える申し込みがあった場合は、選考基準に基づき、保育の必要度が高い順に利用を決定します。

≪お問い合わせ先≫　町民課福祉係　　☎237－2576（直通）
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○
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
―
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
主
な
感
染
経
路
は
咳
や
く
し
ゃ
み
の

際
に
口
か
ら
発
生
さ
れ
る
小
さ
な
水
滴

（
飛
沫
）
に
よ
る
飛
沫
感
染
で
す
。
飛

沫
を
浴
び
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
機
会
は
大
き
く

減
少
し
ま
す
。

①
咳
や
く
し
ゃ
み
を
他
の
人
に
向
け
て

発
し
な
い
こ
と　

②
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出

る
と
き
は
で
き
る
だ
け
マ
ス
ク
を
す
る
こ

と　

③
手
の
ひ
ら
で
咳
や
く
し
ゃ
み
を
受

け
止
め
た
時
は
す
ぐ
に
手
を
洗
う
こ
と

○
外
出
後
の
手
洗
い
―
流
水
・
石
け
ん

に
よ
る
手
洗
い
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
を
物
理
的
に
除
去
す
る
た
め
に

有
効
な
方
法
で
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー

ル
に
よ
る
消
毒
も
効
果
が
高
い
の
で
、

ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
に
よ
る
手
指
消
毒
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。

○
適
度
な
湿
度
の
保
持
―
空
気
が
乾
燥

す
る
と
、
気
道
粘
膜
の
防
御
機
能
が
低

下
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
特
に
乾
燥
し
や
す
い

室
内
で
は
、
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
適

切
な
湿
度
（
50
～
60
％
）
を
保
つ
こ
と

も
効
果
的
で
す
。

○
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

栄
養
摂
取
―
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た

め
に
、
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
養
摂
取
を
日
頃
か
ら
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

○
人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え

（
月
）
ま
で
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
た
商

品
券
は
無
効
と
な
り
、
商
品
券
購
入
代

金
の
払
い
戻
し
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
必

ず
期
限
ま
で
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

商
品
券
使
用
上
の
注
意
事
項
は
、
広

報
か
し
ま
７
月
号
の
折
込
み
チ
ラ
シ
か

嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
購
入
時
に
お
配
り
し
ま
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
商
工
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
７
３
４

　
　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１

健
康
・
福
祉

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
ま
し
よ
う

　

12
月
か
ら
３
月
頃
に
な
る
と
流
行
す

る
や
っ
か
い
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
風

邪
と
同
様
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
か
か
る
も

の
で
す
が
、
風
邪
と
は
違
い
ま
す
。
高

齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
肺
炎
を

併
発
し
重
症
化
し
や
す
く
、
子
ど
も
が

か
か
る
と
脳
炎
や
脳
症
な
ど
の
恐
れ
が

あ
る
怖
い
病
気
で
す
。
そ
の
た
め
か
か

る
前
に
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

【
予
防
方
法
】
～
実
践
し
ま
し
ょ
う
～

嘉
島
町
職
員
募
集

○
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

・
職
種　

文
化
財
専
門
員

・
採
用
予
定
人
数　

１
名
程
度

○
受
験
資
格　

・	

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
も
し
く
は
大

学
院
に
お
い
て
考
古
学
を
専
攻
し
卒

業
（
修
了
）
し
た
者

・
実
務
経
験
３
年
以
上
の
者

○
受
付
期
間

・
11
月
16
日
（
月
）
～
12
月
11
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
除
く
８
時
半
～
17
時
。

　

郵
送
は
12
月
11
日
消
印
ま
で
受
付

○�

申
込
手
続　

申
込
書
は
役
場
総
務
課

に
請
求
。
総
務
課
に
持
参
又
は
郵
送

○
選
考
方
法　

　

書
類
選
考
及
び
面
接
に
よ
る

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
人
事
広
報
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

嘉
島
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

使
用
期
限
は
11
月
30
日

　

お
買
い
求
め
い
た
だ
い
た
嘉
島
町
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
ご
使
用
い
た
だ

き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　

使
用
期
限
は
、
平
成
27
年
11
月
30
日

　

	

嘉
島
町
の
成
人
式
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

○
日
時

　

１
月
10
日
（
日
）　

11
時
開
式

○
場
所

　

嘉
島
町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」

○
内
容

　

式
典
及
び
記
念
写
真
撮
影

○
対
象
者

　

町
内
居
住
及
び
嘉
島
町
出
身
の
方

※
嘉
島
町
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、

事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

平成28年嘉島町成人式
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障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

　
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
は
、
18
歳

以
上
の
精
神
障
が
い
、
ま
た
は
精
神
を

伴
う
知
的
障
が
い
を
持
ち
、
一
般
企
業

で
の
就
労
が
困
難
な
方
に
対
し
、
様
々

な
活
動
機
会
を
提
供
、
知
識
習
得
や
能

力
向
上
を
目
指
す
う
え
で
必
要
な
訓
練

を
行
う
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

嘉
島
町
に
も
10
月
に
事
業
所
が
開
設
し

ま
し
た
。
見
学
や
体
験
を
ご
希
望
の
方
は

お
気
軽
に
事
業
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
事
業
所
名　

ま
い
・
せ
る
ふ

　
　
　
　

嘉
島
町
上
六
嘉
11
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　
（
御
船
Ｉ
Ｃ
近
く
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

３
８
９
８

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
に
つ
い
て
は
、

役
場
町
民
課
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

有
毒
野
生
キ
ノ
コ
に
要
注
意
！

素
人
判
断
は
危
険
で
す
!!

　

秋
に
な
る
と
有
毒
な
ク
サ
ウ
ラ
ベ
ニ

タ
ケ
等
を
食
用
の
キ
ノ
コ
と
誤
認
し
て

採
取
、
喫
食
し
た
こ
と
に
よ
る
食
中
毒

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
食
用
の
キ
ノ
コ

と
確
実
に
判
断
で
き
な
い
キ
ノ
コ
類
の

る
―
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、

妊
婦
、
疲
労
気
味
、
睡
眠
不
足
の
方

は
、
人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控

え
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
外
出
し
て

人
混
み
に
入
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に

は
、
あ
る
程
度
の
飛
沫
等
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
不
織
布
製
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
こ
と
は
一
つ
の
防
御
策
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
人
混
み
に
入
る
時
間

は
極
力
短
く
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

世
界
糖
尿
病
デ
ー
11
月
14
日
は

ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー
を

　

熊
本
県
民
の
40
～
75
歳
の
４
人
に
１

人
は
、
糖
尿
病
の
有
病
者
と
そ
の
予
備

群
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
熊

本
県
で
は
、
糖
尿
病
や
メ
タ
ボ
を
気
に

さ
れ
て
い
る
方
の
ほ
か
、
健
康
に
気
を

つ
け
た
い
方
に
も
安
心
し
て
外
食
を
楽

し
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
熊
本
大
学
や
熊

本
県
栄
養
士
会
、
飲
食
店
等
と
連
携
し

て
「
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー
」
を

開
発
し
、
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー
と
は

　

１
食
当
た
り
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が

６
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
未
満
、
塩
分
３

グ
ラ
ム
未
満
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

さ
れ
た
外
食
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

○
提
供
店
舗
と
メ
ニ
ュ
ー
の
ご
案
内

　

現
在
、
県
内
の
72
店
舗
に
お
い
て
１

１
６
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://kum
am

oto-dm
staff.org/bcm

/

　

ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
新
規

提
供
店
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
２
５
２

　
　

熊
本
大
学
大
学
院
・
代
謝
内
科
学
分
野

　
　
　
　
　

☎
３
７
３－

５
１
６
９

　
　

熊
本
県
栄
養
士
会

　
　
　
　
　

☎
３
６
８－

３
５
２
６

糖
尿
病
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
上
益
城

○
期
日　

11
月
29
日
（
日
）

○
場
所　

　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

○
フ
ロ
ア
イ
ベ
ン
ト

　
　

12
時
～
13
時
15
分

▽
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食

や
血
糖
値
測
定
な
ど
の
身
体
チ
ェ
ッ
ク
。

医
療
・
歯
科
な
ど
の
各
種
相
談
、
糖
尿

病
に
関
す
る
展
示

※
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー
試
食
・

血
糖
値
測
定
は
各
１
０
０
名
限
定
。
11

時
45
分
か
ら
受
付
で
無
料
整
理
券
配
布

○
ホ
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

13
時
半
～
16
時
半

▽
園
児
の
高
血
糖
予
防
啓
発
ダ
ン
ス

▽
基
調
講
演
「
糖
尿
病
の
こ
と
本
当
に

知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

講
師　

熊
本
中
央
病
院
内
分
泌
代
謝
科

部
長　

西
田　

健
朗　

先
生

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所
保
健
予
防
課

　
　
　
　
　

☎
２
８
２－

０
０
１
６

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
１
９
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会
員
に
な
る
に
は
、
会
員
登
録
を
し

て
、
講
習
を
受
け
て
下
さ
い
。
講
習
を

受
け
る
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

（
予
約
制
の
託
児
あ
り
）

　

活
動
報
酬
は
利
用
会
員
か
ら
協
力
会

員
に
直
接
支
払
わ
れ
ま
す
。
補
償
保
険

に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

☆
月
～
金
曜
日　

７
時
～
19
時
＝
１
時

間
あ
た
り
５
０
０
円

☆
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
早
朝
、
夜
間
、

年
末
年
始
＝
１
時
間
あ
た
り
６
０
０
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

５
５
５
９

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

11
月
19
日
（
木
）
10
時
～
11
時
半

○
場
所　

幼
光
保
育
園　

　
　
　
　

本
園
舎
及
び
第
２
園
舎

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
別
の
園
見
学
に
つ
い
て
も
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

幼
光
保
育
園

採
取
、
譲
渡
、
販
売
及
び
喫
食
は
行
わ

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　

キ
ノ
コ
は
発
生
場
所
や
発
生
時
期
に

よ
っ
て
図
鑑
の
写
真
や
絵
と
色
や
形
が

異
な
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
食
用

で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
安
易
に
判
断

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－
２
６
１
９

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
感
染
か
ら

発
病
ま
で
数
年
の
潜
伏
期
が
あ
り
、
そ

の
間
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
感
染
に
気

付
き
に
く
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
感

染
し
て
い
て
も
早
期
に
発
見
し
治
療
を

始
め
る
こ
と
で
、
発
病
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
早
め
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け
早
期

発
見
を
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

　

県
内
の
保
健
所
で
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
検
査
日
程
を
拡
充

し
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
無
料
・
匿
名

で
受
け
ら
れ
ま
す
。（
要
予
約
）

○
御
船
保
健
所
の
検
査
日
時

　

11
月
26
日
（
木
）
17
時
～
19
時

　

通
常
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
毎
週
木
曜
日

の
９
時
か
ら
11
時
ま
で
（
第
一
木
曜
日

は
17
時
～
19
時
も
）
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
検
査
は
、
採
血
後
１
時
間
程
度
で
終

了
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所

　
　
　
　
　

☎
２
８
２－

０
０
１
６

子
育
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
講
習
会

○
日
時　

12
月
１
日（
火
）９
時
～
16
時

○�

場
所　

嘉
島
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
２
階

○�
申
込
先　

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
２
３
７－
５
５
５
９
（
９
時
半
～
16
時
）

○
申
込
期
限　

11
月
24
日
（
火
）

　

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
子
ど
も
を
預
け
た
い
方
（
利

用
会
員
）
を
応
援
す
る
た
め
に
、
子
ど

も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
協
力

会
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
協
力
会

員
（
70
歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な
方
）

は
登
録
制
で
、
預
か
る
子
ど
も
は
生
後

３
か
月
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
で
す
。

子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
も
預
か
る
こ
と

も
で
き
る
両
方
会
員
や
、
利
用
会
員
も

併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

《�

子
ど
も
が
好
き
な
方
、
地
域
の

　
力
に
な
り
た
い
方　
大
募
集
！
》

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
６
０
１

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

嘉
島
西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

11
月
29
日
開
催

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
期
日　

11
月
29
日
（
日
）

○
会
場　

嘉
島
西
小
体
育
館
な
ど

▽
物
品
バ
ザ
ー　

10
時
半
～
14
時

　

不
用
品
、
ギ
フ
ト
、
手
作
り
作
品
、

未
着
用
衣
類
、
本
、
学
校
の
制
服
（
小
・

中
学
校
）、
体
操
服
、
帽
子
な
ど

▽
食
バ
ザ
ー　

11
時
～
14
時

　

駄
菓
子
、
ぜ
ん
ざ
い
、
豚
汁
、
お
に

ぎ
り
、
マ
フ
ィ
ン
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、

豚
ま
ん
、
飲
み
物
な
ど

※
当
日
券
は
な
く
な
り
次
第
終
了
。
食

券
と
商
品
の
引
き
換
え
は
13
時
半
ま
で

▽
か
し
ま
太
鼓　

11
時
半
～

▽
お
楽
し
み
抽
選
会　

12
時
15
分
～

▽
西
小
児
童
剣
玉
大
会　

13
時
～

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
会
長
・
西
上
）

　

☎
０
９
０－

７
４
４
３－

５
９
８
８

母
子
家
庭
無
料
相
談
会

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
で
、
お
子
さ
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解
体
し
た
家
屋
は

届
け
出
が
必
要
で
す
！

　

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
建

物
を
建
て
た
時
ば
か
り
で
な
く
、
取
り

壊
し
た
時
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

毎
年
、
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て

課
税
さ
れ
る
固
定
資
産
税
は
、
基
準
日

前
に
解
体
し
た
建
物
に
つ
い
て
の
届
出

を
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
税
金
を
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
忘

れ
な
い
よ
う
手
続
き
し
て
下
さ
い
。

※
現
地
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
届
出

は
12
月
28
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
３
９

個
人
住
民
税
の
給
与
特
別
徴
収

　

熊
本
県
と
県
内
市
町
村
は
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
事
業
主
（
個
人
事
業
主

を
含
む
）
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

特
別
徴
収
と
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴

収
の
よ
う
に
個
人
の
毎
月
の
給
与
か
ら

差
し
引
き
、
事
業
主
が
従
業
員
の
住
民

税
を
ま
と
め
て
納
付
す
る
制
度
で
す
。

　

所
得
税
と
違
い
、
年
税
額
が
決
定
し

て
い
る
住
民
税
は
、
年
４
回
の
納
期
で

納
付
す
る
普
通
徴
収
よ
り
、
給
与
か
ら

年
12
回
で
差
し
引
き
を
す
る
特
別
徴
収

ん
の
事
、
就
職
支
援
、
養
育
費
確
保
、

Ｄ
Ｖ
や
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

相
談
（
奨
学
金
）
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

専
門
知
識
を
も
っ
た
相
談
員
が
対
応

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
日
時

　

12
月
８
日
（
火
）
14
時
～
16
時

○
場
所　

役
場
１
階
町
民
相
談
室

　

上
益
城
郡
の
母
子
相
談
員
及
び
担
当

職
員
が
対
応
し
ま
す
。
予
約
が
あ
れ
ば

子
ど
も
相
談
員
等
も
対
応
可
能
で
す
。

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
子
ど
も
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
る
様
々
な
事
件
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。「
地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で

守
る
」
こ
れ
が
最
近
の
社
会
で
は
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
も
年
間
数
件
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
決
し
て
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か

ら
守
り
、
社
会
か
ら
虐
待
を
な
く
す
に

は
何
が
で
き
る
か
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や

け
ど
を
負
わ
せ
る
、
戸
外
に
長
時
間
閉

め
出
す　

な
ど

○
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る
お
ど
し
、

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱

い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
ふ
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）　

な
ど

○
放
置
や
養
育
拒
否
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
車
の
中
に

放
置
す
る
、
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い　

な
ど

○
性
的
虐
待　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ

ィ
の
被
写
体
に
す
る　

な
ど

《
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら
通
告
す
る
！

が
国
民
の
義
務
で
す
》

　

不
自
然
な
傷
跡
や
打
撲
に
よ
る
ア
ザ

が
あ
る
、
服
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い

る
な
ど
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
、
ご
自
身
が
出

産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
、
子
育
て

に
悩
む
親
が
い
た
と
き
、
た
め
ら
わ
ず

に
児
童
相
談
所
や
役
場
の
窓
口
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。
あ
な
た
の
１
本
の
お
電

話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１い

ち

８は

９や
く

（
24
時
間
つ
な
が
り
ま
す
）

税
国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）

　

65
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
は
、
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。
特
別
徴

収
と
な
る
条
件
は
、
次
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

①�

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と

②�

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年

額
18
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

③�

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
を

合
わ
せ
て
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
な
い
こ
と

　

特
別
徴
収
で
は
な
く
口
座
振
替
を
希

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
滞
納
さ
れ
て
い

な
い
等
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

に
限
り
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
、
口
座
振
替
の
通
帳
及
び
届
出
印
を

ご
持
参
の
う
え
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

　

た
だ
し
、
特
別
徴
収
の
停
止
に
は
、

申
請
を
い
た
だ
い
て
か
ら
２
～
３
カ
月

程
度
の
期
間
を
要
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－
２
６
３
９
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熊
本
県
で
は
、
家
庭
で
眠
っ
て
い
る

水
銀
製
品
か
ら
事
故
等
に
よ
る
水
銀
の

流
出
に
よ
る
環
境
汚
染
を
防
止
す
る
た

め
、
次
の
日
程
で
県
内
全
地
域
に
お
い

て
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
水
銀
体

温
計
・
水
銀
血
圧
計
を
回
収
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

○
回
収
期
間

　

12
月
１
日
（
火
）
～
12
月
25
日
（
金
）

○
回
収
場
所　

　

嘉
島
町
役
場
建
設
課
環
境
係

※
電
子
式
の
も
の
は
対
象
外
で
す
。

※
事
業
者
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
廃
棄
物
対
策
課

　
　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
２
７
８

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
１
９

地
球
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

啓
発
ポ
ス
タ
ー
募
集

　

御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合
は
、
地
球

温
暖
化
対
策
計
画
に
伴
い
、
地
球
温
暖

化
現
象
を
通
し
て
地
球
に
や
さ
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
呼
び
か
け
る
啓
発

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

御
船
地
区
衛
生
施
設
組

合
管
内
（
御
船
町
・
甲
佐
町
・
益
城

町
・
嘉
島
町
）
に
在
住
の
小
学
生
（
４

年
生
以
上
）
及
び
中
学
生

○
作
品
内
容　
「
地
球
に
や
さ
し
い
エ

の
方
が
個
人
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

市
町
村

事
業
主

従
業
員

①給与支払報告書の提出

②特別徴収税額の通知

⑤個人住民税の納入

③特別徴収税額の通知

④給与特別徴収（天引き）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
３
９

防
災
・
環
境

情
報
伝
達
訓
練

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
備
え
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
訓
練
で
、
嘉
島

町
以
外
の
地
域
で
も
様
々
な
手
段
を
用

い
て
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

○
訓
練
実
施
日
時

　
　

11
月
25
日
（
水
）
11
時
こ
ろ

　

○
訓
練
で
行
う
放
送
試
験

　
　

①
情
報
伝
達
手
段

　
　
　

防
災
行
政
無
線

　
　

②
放
送
内
容

　
　
　

町
内
に
設
置
し
て
い
る
防
災

　
　
　

行
政
無
線
か
ら
、
一
斉
に
、

　
　
　

次
の
よ
う
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

上
り
チ
ャ
イ
ム
音

　

＋
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」
×
３

　

＋
「
こ
ち
ら
は
、
嘉
島
町
で
す
」

　

＋
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や

武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か

ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
お

伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

水
銀
体
温
計
・
水
銀
血
圧
計
の
回
収

　

平
成
25
年
10
月
に
熊
本
市
・
水
俣
市

で
開
催
さ
れ
た
外
交
会
議
で
、「
水
銀

に
関
す
る
水
俣
条
約
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
条
約
は
、
水
銀
の
人
為
的

な
排
出
を
削
減
し
、
地
球
規
模
の
水
銀

汚
染
の
防
止
を
目
指
す
も
の
で
す
。

ネ
ル
ギ
ー
」
が
テ
ー
マ
の
ポ
ス
タ
ー

○
規
格
等　

Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
画
用
紙

※
サ
イ
ズ
厳
守
。
縦
書
、
横
書
は
自
由

○
応
募
要
領　

▽
応
募
は
１
人
１
点　

▽
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を
明

記　

▽
貼
り
絵
、
パ
ソ
コ
ン
等
を
利
用

し
た
も
の
は
審
査
対
象
外

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w

w
.m

ifunechikueisei.or.jp

）

を
ご
覧
下
さ
い
。

○
受
付
期
間　

　

12
月
24
日
（
木
）
～
１
月
29
日
（
金
）

○
表
彰　

▽
最
優
秀
作
品　

１
点　

　

▽
特
選　

数
点　

▽
入
選　

数
点

【
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
８
６
１－

３
２
０
２

上
益
城
郡
御
船
町
大
字
小
坂
２
３
５
３

　
　

御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
２
８
２－

２
９
７
０

相　
談　

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

11
月
25
日
（
水
）　

弁
護
士

　

12
月
16
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話
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募　
集

熊
延
鉄
道
の
写
真
を
募
集

　

熊
延
鉄
道
開
業
１
０
０
周
年
記
念
写

真
展
実
行
委
員
会
は
、
平
成
28
年
１
月

13
日
か
ら
３
月
上
旬
ま
で
、
熊
本
市
、

嘉
島
町
、
御
船
町
、
甲
佐
町
、
美
里
町

で
写
真
展
を
開
催
予
定
で
す
。

　

充
実
し
た
写
真
展
と
な
る
よ
う
、
皆

様
が
お
持
ち
の
熊
延
鉄
道
に
関
す
る
貴

重
な
写
真
や
資
料
を
お
貸
し
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。
写
真
等
を
読
み
取

り
、
パ
ネ
ル
に
加
工
し
て
展
示
す
る
予

定
で
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
電
話
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

11
月
30
日
（
月
）
ま
で

※
写
真
展
で
の
利
用
を
無
償
で
許
諾
し

て
い
た
だ
け
る
方
に
限
り
ま
す
。
な
お
、

写
真
の
内
容
、
保
存
状
況
に
よ
り
使
用

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

《
１
０
０
周
年
記
念
写
真
展
》

　

平
成
28
年
１
月
13
日
か
ら
、
嘉
島
町

民
会
館
、
御
船
町
町
有
施
設
、
甲
佐
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
美
里
町
役
場
ロ

ビ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
10
日
間
程
度
の
リ

レ
ー
方
式
に
よ
る
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
南
熊
本
駅
、
熊
本
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
ロ
ビ
ー
で
は
、
１
月
か
ら
２
月

に
展
示
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

	
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－
２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問
題
、
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、
消
費
生
活
ト

ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、
消
費
生
活
相

談
員
が
無
料
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

熊
本
県
専
門
士
業
団
体
連
絡
協
議
会

無
料
合
同
相
談
会

○
日
時　

　

11
月
29
日
（
日
）
10
時
～
16
時

○�

場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ

ア
10
階
会
議
室
６
（
受
付
）・
７
・
８
、

９
階
会
議
室
４

○
内
容　

法
律
、
登
記
、
境
界
、
不
動

産
の
価
格
、
官
公
庁
へ
の
申
請
、
年
金
、

経
営
、
労
働
、
税
金
、
会
計
な
ど
日
常

生
活
で
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
・
不
安
に
、

弁
護
士
や
税
理
士
な
ど
現
役
８
士
業
の

専
門
家
が
面
談
方
式
・
電
話
相
談
方
式

に
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
３
１
２－

３
２
５
０（
当
日
の
み
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
弁
護
士
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
３
２
５－
０
９
１
３

最
賃
・
労
働

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　
最
低
賃
金

　

平
成
27
年
10
月
17
日
か
ら
熊
本
県
最

低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
時
間
額　

６
９
４
円

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の

事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　
　

☎
３
５
５－

３
２
０
２

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す

　
「
労
働
保
険
」
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
を
合
わ
せ
た
総
称
で
、
政
府
が

管
掌
す
る
保
険
制
度
で
す
。
事
業
の
種

類
や
規
模
に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産

業
の
一
部
を
除
い
て
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
加
入
手

続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

労
働
者
の
方
が
業
務
上
や
通
勤
途
上

に
お
い
て
負
傷
し
た
り
病
気
に
か
か
っ

た
り
し
た
場
合
に
、
必
要
な
労
災
保
険

給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
等
に
よ
り
失
業
し
た

場
合
の
失
業
給
付
や
、
在
職
中
に
お
け

る
育
児
及
び
介
護
休
業
給
付
等
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
未
加
入
の
事
業
主
の
方

は
速
や
か
に
保
険
の
加
入
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

制
度
や
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）、
熊
本

労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
へ
お
気
軽
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　
　
　
　
　

☎
２
１
１－

１
７
０
２

！
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�

熊
延
鉄
道
開
業
１
０
０
周
年
記
念

写
真
展
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
２
８
２－

３
０
４
４

看
護
高
等
専
修
学
校
生
徒
募
集

○
募
集
人
員　

30
名

○
応
募
資
格　

中
学
卒
以
上
（
平
成
28

年
３
月
中
学
・
高
校
卒
業
見
込
み
の
方

含
む
。
男
女
・
年
齢
不
問
）

○
修
業
年
限　

２
か
年

○
出
願
書
類　

入
学
願
書
・
受
験
票

（
本
校
所
定
の
も
の
）、
調
査
書
・
卒
業

証
明
書
（
最
終
卒
業
学
校
の
も
の
）

○
受
験
料

　

１
５
、０
０
０
円
（
出
願
時
に
納
入
）

○
願
書
受
付

　

12
月
１
日
（
火
）
～
12
月
25
日
（
金
）

○
試
験
日
時　

１
月
９
日
（
土
）

　

・
受
付　
　
　

９
時
～

　

・
学
科
試
験　

９
時
半
～

　

・
面
接
試
験　

13
時
半
～

○
試
験
会
場　

　

下
益
城
郡
医
師
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル

○
試
験
科
目

　

①
筆
記
試
験　

　
　

国
語
・
算
数
（
中
学
卒
程
度
）

　

②
面
接

○
合
格
発
表　

１
月
15
日
（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

　
　

☎
０
９
６
４－

３
３－

７
４
７
４

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

◆
推
薦

○�

資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）、

17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会

活
動
等
に
顕
著
な
実
績
を
納
め
学
校

長
が
推
薦
で
き
る
者

○
受
付
期
間

　

12
月
４
日
（
金
）
ま
で

○	

試
験
期
日　

１
月
９
日
（
土
）
～
11
日

（
月
）
の
い
ず
れ
か
１
日

○
合
格
発
表　

１
月
20
日
（
水
）

○
入
（
校
）
隊　

平
成
28
年
４
月
上
旬

◆
一
般

○�
資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）、

17
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　

１
月
８
日
（
金
）
ま
で

○
試
験
期
日　

１
次:
１
月
23
日
（
土
）

　

２
次
：
２
月
４
日
（
木
）
～
７
日
（
日
）

○
合
格
発
表　

１
次:

１
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

最
終
：
２
月
19
日（
金
）

○
入
（
校
）
隊　

平
成
28
年
４
月
上
旬

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

自
衛
隊
宇
城
募
集
案
内
所

　
　

☎
０
９
６
４－

２
３－

２
０
４
７

■	

不
安
や
迷
い
な
ど
人
の
弱
み

に	

つ
け
込
む

　
「
将
来
も
安
心
な
投
資
で
す
」「
こ
の

資
格
が
あ
れ
ば
、
副
収
入
が
増
え
ま
す

よ
」
な
ど
と
言
葉
巧
み
に
、
ダ
マ
そ
う

と
し
て
き
ま
す
。

対
策
１　

あ
い
ま
い
な
態
度
や
迷
い

の
気
持
ち
は
禁
物
で
す
。
あ
や
し
い
と

思
っ
た
ら
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
断
り

ま
し
ょ
う
。

対
策
２　

電
話
な
ど
を
使
っ
て
「
今

す
ぐ
、お
金
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
て
き
た
ら
、
ま
ず
間
違
い
な
く

詐
欺
で
す
。
す
ぐ
に
相
談
。

■	

有
利
な
（
お
い
し
い
）
話
ば

か
り
を	

強
調
す
る

　
「
こ
の
資
格
さ
え
あ
れ
ば
儲
か
り
ま

す
」、「
今
だ
け
で
す
よ
」、「
元
金
保
証

で
す
」
な
ど
と
有
利
な
（
お
い
し
い
）

話
ば
か
り
を
強
調
す
る
事
業
者
は
悪
質

事
業
者
の
可
能
性
大
で
す
。

対
策
１　

悪
質
事
業
者
に
対
し
て
は
、

「
資
料
だ
け
置
い
て
いっ
て
」
と
か
「
考

え
て
み
る
」
と
いっ
た
あ
い
ま
い
な
態
度

見
守
り
新
鮮

情
報
11
月
号

《�

詐
欺
・
悪
質
事
業
者
（
商
法
）
の

　
　
　
　
ダ
マ
し
方
と
対
策
法
》

を
取
る
と
つ
け
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

対
策
２　

プ
ロ
で
も
難
し
い
未
上
場

株
や
投
資
話
な
ど
、
あ
ま
り
知
識
の
な

い
儲
け
話
は
無
視
し
て
、
手
を
出
さ
な

い
こ
と
が
一
番
で
す
。

■	

善
良
そ
う
な
普
通
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど
を	

装
う

　

詐
欺
・
悪
質
事
業
者
は
、
善
良
で
誠

実
そ
う
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
優
し
い
女

性
販
売
員
を
装
っ
て
近
づ
い
て
き
ま

す
。「
こ
の
人
な
ら
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
」

と
い
う
あ
な
た
の
油
断
に
つ
け
込
み
、

ダ
マ
そ
う
と
す
る
の
で
す
。

対
策
１　

人
を
外
見
で
信
用
し
て
し

ま
う
の
は
危
険
で
す
。
身
分
証
や
名
刺

を
し
っ
か
り
確
認
す
る
な
ど
警
戒
心
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

対
策
２　

訪
問
販
売
の
場
合
は
、
訪

問
販
売
の
証
書
を
確
認
し
た
り
必
ず
名

刺
を
も
ら
う
こ
と
。
一
人
の
と
き
は
決
し

て
家
に
上
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
上
益
城

広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
（
20
㌻
参

照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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☎ 

2
3
7

−

0
0
4
4

◎	

交
通
事
故
～
９
月
は
61
件
。
け

が
が
有
る
事
故
は
減
少
傾
向
で

す
が
、
け
が
が
無
い
事
故
は
増
加

傾
向
で
し
た
。

◎	

刑
法
犯
～
９
月
は
、
空
き
巣
以

外
の
刑
法
犯
が
散
発
し
ま
し
た
。

特
に
、
万
引
き
の
発
生
が
顕
著
で

し
た
。

※	

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と

も
に
、
駐
車
す
る
際
、
自
転
車
や

車
の
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
は
確
実
に

実
施
し
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）平成 27 年９月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H27.9 6 55 0 1 5 3 2 1

H27 累計 50 549 3 1 26 5 3 9

前年比 -27 +31 +1 0 +3 -7 0 -1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H27.9 15 187 1 1 9 4 3 2

H27 累計 166 1627 9 2 36 18 8 23

前年比 -40 +98 -8 +1 +6 -16 +2 -1

〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会（☎２８２－１１１０　内線 261 ～ 264）
地域安全ニュース ～みんなでつくろう

　　安全・安心の街～

こんな言葉に要注意 !
電話でうまい話が

あるはずがない !「還付金があるのでATMに行って」は詐欺!!

「必ずもうかる」「あなただけ特別」は詐欺!!

「名義を貸してほしい」は詐欺!!

突然息子から「金貸して」は詐欺!!

「●●署ですが、あなたの口座が
狙われています」は詐欺!!

11 月 の 納税等 12 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑦　期介護保険料
保育所利用料…………11月分
下水道使用料…………10月分
納期限日（口座振替日）
　　平成27年11月30日（月）

固定資産税………………④　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }	⑧　期介護保険料
保育所利用料………… 12月分
下水道使用料………… 11月分
納期限日（口座振替日）
　　平成27年12月25日（金）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

11月25日
12月  9日

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）

滞納は許さない！
※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

差押（捜索）実施中
４月～９月の実績

預金差押（14件）578,567円

電話の相手を信用して、
多額の現金をだまし取
られ泣いている人が増
えています。
被害のほとんどは、�
「自分は大丈夫」と�
思っている人です。
お金を送る前に、�
必ず家族や警察に相談してください。

振り込め詐欺相談
ホットライン

０９６−３８１−２５６７

相談窓口
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「
外
国
人
の
人
権
」

〈
ど
れ
く
ら
い
の
外
国
の
方
が
お

ら
れ
る
の
で
す
か
？
〉

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
登

録
法
に
基
づ
き
登
録
さ
れ
て
い
る

方
は
１
８
５
万
人
。
総
人
口
の
１
・

45
％
を
占
め
て
お
り
、
国
籍
数
も

１
８
０
カ
国
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

経
済
活
動
や
国
際
結
婚
な
ど
近

年
の
国
際
化
時
代
を
反
映
し
て
、

日
本
に
生
活
基
盤
を
置
く
外
国
の

方
々
は
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
、
外
国
人
登
録
者

数
は
平
成
14
年
末
で
７
千
人
超
。

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

国
籍
も
中
国
、
韓
国
を
は
じ
め
世

界
各
地
か
ら
来
ら
れ
て
、
生
活
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

民
間
団
体
等
に
よ
る
様
々
な
国

と
の
国
際
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、

併
せ
て
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で

実
に
多
く
の
外
国
の
方
が
県
内
を

訪
れ
て
い
る
一
方
、
年
間
５
万
人

以
上
の
県
民
の
皆
さ
ん
が
外
国
へ

出
国
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
化
社
会
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
多

様
な
言
語
、
習
慣
な
ど
の
文
化
を

持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た

ち
も
他
国
か
ら
見
れ
ば
、
多
様
な

文
化
を
持
つ
国
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

〈
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
で

す
か
？
〉

　

外
国
人
と
い
う
理
由
だ
け
で
、

就
労
に
お
け
る
問
題
や
、
家
主
、

仲
介
業
者
の
意
向
に
よ
り
、
ア

パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
居
さ

せ
な
い
と
い
う
差
別
的
な
取
扱
い

が
な
さ
れ
た
り
、
公
衆
浴
場
に
お

い
て
入
浴
を
拒
否
さ
れ
た
り
と

い
っ
た
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

国
際
結
婚
に
よ
っ
て
、
日
本
人

と
外
国
人
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
偏
見
が
あ
る
こ

と
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
差
別
事
例
の
発
生

の
背
景
と
し
て
は
、
日
本
の
歴
史

的
経
緯
や
地
理
的
条
件
に
加
え
、

諸
外
国
の
文
化
や
習
慣
へ
の
理
解

不
足
か
ら
く
る
外
国
人
に
対
す
る

偏
見
や
差
別
意
識
の
存
在
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

〈
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
？
〉

　

身
近
な
生
活
の
中
で
、
お
互
い

を
理
解
し
合
う
こ
と
が
、
国
際
化

の
第
一
歩
で
す
。
多
様
な
文
化
や

習
慣
等
を
尊
重
し
、
国
籍
や
民
族

に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
国
際
社
会
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
が
必
要
で
す
。

同和問題に関して、現在どのような差別が
起きていますか？

　現在も、次のような差別が起き、大きな課題と
なっています。
●�結婚や就職の際に、出身地等を理由に差別され
ること
●不動産売買等における「土地差別」
　この背景には、現在もなお、同和問題にかかわ
る偏見や差別意識が人々の心に根強く存在してい
ることがあります。

●結婚の際に出身地等を理由に差別されること
　日本国憲法第 24条には「婚姻は、両性の合意
のみに基づいて成立し ･･･」と定められているに
も関わらず、身元調査によって、周囲が出身地等
を理由に結婚に反対するような事例が起きていま
す。これらの中には、損害賠償請求事件（民事事
件）になった例や、関係者が営利誘拐、不法監禁
で起訴されるという事件（刑事事件）になった例
もあります。
　平成 16 年度に行った「人権に関する県民意
識調査」によると、「仮に、あなたの子どもさん
が、同和地区の人と結婚するとしたらどうします
か？」という問いに対して、37％の県民が「反
対する」あるいは「結婚を認めない」と答えてい
ます。また、「仮に、あなたが、同和地区の人と
結婚するときに、周囲の反対があればどうします
か？」という問いに対して、19％の県民が「結
婚しない」と答えています。これらの結果から、
県民の中には、同和問題に関わる偏見や差別意識
が残っていると考えられます。

●就職の際に出身地等を理由に差別されること
　就職の際に身元調査を行い、本人の適性や能力
とは直接関係のない出身地等を理由に、不採用に
する等の差別があります。採用選考の面接の際に
も、本人の能力とは全く関係のない家族の状況等
を聞くといった不適切な質問が行われており、県
内でも事例が報告されています。

●不動産売買等における「土地差別」の問題
　都市開発、マンション建築等に際して、特定の
地域に対する差別調査が行われたり、不動産売買
において同和地区・被差別部落の物件が避けられ
たりするという、いわゆる「土地差別」といわれ
る、同和地区を忌避する状況が報告されています。
　個人による土地や建物の取得や賃借だけでな
く、マンション建築や地域の再開発等に関して、
調査会社が同和地区に関する調査を行う事例も発
生しています。
　例えば、調査会社は差別的な内容を含んだ調査
結果を、依頼者である広告業者に対して報告し、
その報告を受けた広告業者は開発業者に対し差別
的な内容を含んだ提案を行っているという事例
が、複数の地域で起きています。それぞれの企業
が行った業務のいずれの段階においても、調査や
報告・提案の差別性が問題にされることはなく、
各企業の同和問題に対する認識の不十分さが感じ
られる事例です。この他にも、個人や企業等が、
自治体に対して同和地区の有無や所在地について
問い合わせるような事例もあります。
　このような結果、利便性等の条件が同等であっ
ても同和地区の物件の価格が低く評価されると
いった例が報告されており、財産権の侵害といった
側面も含めて、啓発の新たな課題となっています。

熊本県人権センター啓発資料より

同和問題を知っていますか
同和問題は人権問題

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資
料
よ
り
）

人
権
問
題
の

　
　
　
正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その284〕
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

牛乳でQOL（クオリティ・オブ・ライフ＝生活の質）アップ

鶏と大豆のポタージュスープ
〈材料〉 （2 人分）
鶏肉 120 g
玉ねぎ 1/8 個
白ねぎ 1/4 本
バター 10 g
コンソメスープ 150 cc
牛乳 150 cc
白みそ 25 g
塩こしょう 少々
クルトン（食パン） 適宜
大豆水煮 20 g

〈作り方〉
① 鶏肉を一口大に切る。
② 玉ねぎ、白ねぎはスライスしてバターでしんなりす

るまで炒め、①を加えてさらに炒める。
③ ②にコンソメスープ、大豆水煮を加えて煮立て、弱

火で 15 分煮込む。
④ ③の粗熱が取れたら（50℃以下）、白みそを加えて

フードプロセッサーにかける。
⑤ ④を鍋に移し変えて牛乳を数回に分けて加え、ヘラ

で混ぜながら温める。塩こしょうで味を整える。
⑥ 食パンを細の目に切り、オーブントースターで焼く。
⑦ 器に⑤を盛り付け、⑥を添える。
　 （エネルギー　209kcal、たんぱく質 19.7g、脂質

9.3g、食塩相当量　2.3g）

嘉島町食生活改善推進員協議会

牛乳の効能
・牛乳の感染防御機能→病原体から体をガードする。
・牛乳の免疫系の調整機能→免疫力を高めて細胞を強くする。
・ 牛乳のカルシウム吸収促進機能→骨密度をアップして骨を

丈夫にする。
・牛乳の鎮静作用→不眠やイライラを解消する。

トマトと竹輪の韓国風サラダ
〈材料〉 （2 人分）
トマト 2 個
竹輪 2 本
カイワレ 1 パック
いりゴマ 適宜
コチュジャン 小さじ 2
ごま油 大さじ 2
砂糖 小さじ 2

竹輪は輪切りに、カイワレは 1㎝程に切
り、トマトは乱切りにし、全部の材料を
混ぜ、煎りゴマもいれ、さっと混ぜる。

（ エ ネ ル ギ ー　139kcal、 た ん ぱ く 質
5.6g、脂質 6.5g、食塩相当量　0.9g）

☝今夜のおかずにもう一品♪
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Second Semester Events ！
　It’s	finally	fall!	As	I	probably	said	last	year,	
fall	 is	 my	 favorite	 season.	 I	 love	 everything	
from	the	weather,	to	the	traditional	foods,	to	all	
the	holidays	that	happen	about	this	 time.	 It’s	
the	perfect	time	of	year	to	hang	out	inside	and	
bake	or	knit	–	and	read	lots	of	books	!
　I’d	 forgotten	 just	how	busy	 second	 semest
er	is	for	the	students.	For	starters,	the	junior	
high	school	English	Recitation	Contest	is	next	
week.	Everyone	has	been	working	very	hard,	
and	I’ve	had	a	great	time	practicing	with	the	
students.	It’s	nice	to	spend	time	with	the	midd
le	schoolers	outside	the	classroom	–	even	if	we
’re	still	working	on	English.	I’m	really	proud	of	
the	work	they’ve	done	so	far,	and	I	wish	them	
all	the	best	of	luck	at	the	contest.	Next	week	
is	also	the	middle	school’s	Culture	Day.	I	really	
enjoyed	the	skits	and	songs	they	did	last	year,	
and	I’m	sure	this	year’s	will	be	great	as	well.
　At	 elementary	 school,	 preparations	 for	 the	
Gakushuu Happyoukai	have	begun	as	well.	The	
sixth	 graders	 have	 started	 working	 on	 their	
English	skits,	which	should	involve	Momotarou 
and	Urashima Tarou.	The	skits	are	always	so	
cute	and	funny.	I’m	not	familiar	with	Urashima 
Tarou either,	so	I’m	interested	to	 learn	more	
about	this	traditional	story.

　Kindergarten	Sports	Day	was	held	in	a	gymnasium.	I’m	just	glad	there	was	no	typ
hoon	again!	I	always	enjoy	the	taiko	performances,	and	the	relays	are	really	cute.	This	
year	I	was	excited	to	see	some	elementary	school	first	graders	run	their	own	relay.	It	
was	so	cool	to	see	the	kids	I’d	played	with	at	kindergarten	–	and	whom	I	now	teach	
at	elementary	school	–	come	back	and	participate	in	an	event.	
　Fall	is	certainly	a	busy	time,	but	it’s	full	of	lots	of	cool,	fun	events	for	the	students	
in	Kashima.	I’m	really	excited	to	see	and	work	on	more	performances	–	and	of	course	
I	can’t	wait	for	Halloween.	Better	decide	on	a	Halloween	costume	soon	!

イベントたくさん２学期！
　やっと秋になりました！去年お話していたように、秋
は私の一番好きな季節です。気候、伝統的な料理、
休日など全部大好きです。家でお菓子を焼いたり、編
み物をしたり、本を読んだりする時間	！
　２学期は本当に忙しく色々なイベントがあります。ま
ず、中学校英語暗唱大会が開催されます。みんな一
生懸命頑張っていて、私も一緒に練習を楽しんでいま
す。英語を勉強しているときはもちろんですが、授業
以外の時間に生徒たちと話すのも楽しいです。生徒た
ちが大会のために頑張っていることを私は本当に誇り
に思っています。みんな頑張ってください！来週末は
中学校の文化祭です。去年は、劇と歌に感激しました。
今年も素晴らしい文化祭になるはずです。
　小学校では、学習発表会の準備が始まりました。６
年生は、桃太郎と浦島太郎に関する英語劇を作って

います。とても可愛いらしくて面白いです。残念ながら
私は、浦島太郎の内容がよく分かりませんが、昔から
あるこの物語に興味があります。
　幼稚園の運動会が体育館でありました。今年の運
動会は、台風が来なくて良かったです！太鼓演奏に感
動したし、リレーを頑張る子どもたちは可愛かったです。
また、幼稚園を卒園した１年生もリレーに参加していま
した。幼稚園で一緒に遊んでいた子どもたちが、今は、
小学校で一緒に勉強し、今回の運動会に参加したの
を見て懐かしく思いました。
　秋は確かに忙しい季節ですが、楽しくてカッコイイ
色々なイベントがあります。これから、みんなの劇の準
備や発表会を楽しみに待っています。もちろんハロウィー
ンも楽しみです。早く今年の衣装を決めなくちゃ	！
　※運動会の翌日に原稿を書きました。

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

嘉島幼稚園の運動会で
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陶淵明詩・雜詩 十二首其一

冨永　久美さん
（鯰）

森島カズヱさん
（北甘木）

藤
本
　
章
美
さ
ん
（
井
寺
）

庭
に
植
え
し
白
と
黄
い
ろ
の
曼
珠
沙
華
堤
連
な
る
赤
に
敵か

な

わ
ず	

大
塚
シ
ズ
子

原
色
に
町
が
染
ま
っ
た
ね
ぶ
た
祭さ

い

夏
の
暑
さ
も
眠
気
も
吹
っ
飛
ぶ	

川
原
　
涼
子

俯
う
つ
む
き
て
短
か
き
髪
を
も
み
洗
う
ふ
と
思
わ
る
る
頭
蓋
の
形	

北
澤
喜
美
子

台
風
に
引
き
千
切
ら
れ
し
波
板
の
下
か
ら
の
ぞ
く
空
は
ぎ
ざ
ぎ
ざ	

工
藤
　
明
子

ラ
ジ
オ
深
夜
便
に
李
香
蘭
の
唄
聞
こ
え
「
蘇
洲
夜
曲
」
を
夢
路
に
聞
け
り	

栗
﨑
　
房
子

雨
後
の
茂
み
の
中
を
ま
さ
ぐ
れ
ば
茗
荷
の
花
が
眩
し
く
あ
り
ぬ	

栗
﨑
　
廉
子

花
び
ら
が
一
枚
お
ち
て
ふ
り
あ
お
ぐ
桜
並
木
に
季
忘
れ
咲
く	

境
　
　
益
代

た
ま
ゆ
ら
の
命
な
り
せ
ば
鳴
け
よ
鳴
け
蝉
鳴
き
し
き
る
雨
止
み
て
よ
り	

榊
原
レ
イ
子

甘
瓜
に
南
瓜
に
胡
瓜
と
枯
れ
蔓つ

る

を
か
き
寄
せ
な
が
ら
庭
畑
に
燃
す	

津
出
ト
ヨ
子

ス
リ
ッ
パ
と
殺
虫
剤
に
奮
闘
す
相
手
は
ム
カ
デ
夜
中
の
一
時	

冨
永
　
照
代

遠
く
よ
り
只
一
匹
の
法
師
蝉
絞
り
鳴
く
声
心
染
み
入
る	

橋
本
ユ
キ
子

敬
老
の
祝
い
の
膳
に
そ
え
ら
れ
し
カ
ー
ド
の
え
が
く
花
束
う
れ
し	

三
池
　
淑
惠

文ふ
づ
き月

に
は
簾
を
垂
ら
し
そ
の
陰
に
一
人
聞
き
た
し
風
鈴
の
音	

本
住
　
晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

ちぎり絵華道

歓
かん

を得
え

なば当
まさ

に楽
たの

しみを作
な

すべく
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阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
の
熊
本
―
台
湾
・

高
雄
便
が
就
航
し
ま
し
た
。
ソ
ウ
ル
に
続
く
２
線

目
。
県
産
品
の
輸
出
増
も
あ
っ
て
、
熊
本
と
ア
ジ

ア
と
の
関
係
は
よ
り
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
も

空
港
国
際
線
振
興
協
議
会
の
一
員
で
、
８
月
に
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
、
交
流
す
る
な
ど
、
少
し

は
国
際
化
の
役
に
立
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
域
資
源
の
開
発
を
目
的
に
、
か
つ

て
南
熊
本
―
砥
用
間
を
走
っ
て
い
た
熊
延
鉄
道
の

跡
地
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
高
校
時
代
に
通
学
で

利
用
し
て
い
た
だ
け
に
懐
か
し
い
思
い
で
し
た
。

　

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
の
地
元
説
明
会

も
開
き
ま
し
た
。
計
画
立
案
は
昭
和
63
年
。
よ
う

や
く
事
業
化
の
め
ど
が
立
ち
、
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
町
の
将
来
と
生
き
残
り

を
見
据
え
て
、
働
く
場
の
確
保
と
定
住
促
進
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　

平
成
27
年
10
月
20
日
現
在

一　

般　

寄　

付

10月の
　　  町長の動き

荒木町長談

１日	 ・九州農政局管内支局発足式及び熊本支局開所式
	 ・赤い羽根共同募金伝達式
２日	 ・庁内常会及び課長会議　・嘉島町都市計画審議会
	 ・第 3 回まち・ひと・しごと創生本部会議
４日	 ・四半的弓道嘉島大会　
	 ・憲法改正を実現する九州大会
５日	 ・課長会議　・糸田堰土地改良区来庁応対
	 ・嘉島町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会
	 ・熊本県共同募金会来庁応対
６日	 ・オータムジャンボ宝くじ幸運の女神来庁応対
	 ・非常勤職員公務災害認定委員会　
	 ・熊本県町村会評議員会
	 ・熊本県市町村総合事務組合組合議会
７日	 ・嘉島町老人会定例会　・千里殖産来庁応対
	 ・熊本県共同募金会改革検討委員会
	 ・国民年金基金来庁応対
	 ・嘉島町老人クラブ連合会会長会金婚祝賀会
８日	 ・JA 上益城来庁応対　・藤田地区地鎮祭
	 ・上益城消防組合会議　・上益城郡町長会定例会
９日	 ・消防学校入校申告
	 ・全国障がい者スポーツ大会選手団結団式
	 ・子ども議会　・全国地域安全運動出発式
10日	 ・氷川町誕生 10 周年記念式典　・消防学校退校申告
11日	 ・嘉島幼稚園運動会
13日	 ・課長会議　・熊本県企画課来庁応対
	 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対
	 ・熊本県消防協会上益城支部来庁応対
	 ・熊本県教育庁施設課来庁応対　
	 ・熊本県副知事訪問
	 ・熊本県財産審議会事前打ち合わせ
14日	 ・土地改良事業団体連合会全国大会　～ 15日
16日	 ・熊本県公立学校施設整備期成会定期総会
	 ・「振り込め詐欺の被害をなくす県民の会」総会
	 ・JA 中央会来庁応対
17日	 ・六嘉神社秋季例大祭　
	 ・東海大学同窓会熊本県支部総会
18日	 ・菊陽町合併 60 周年記念式典
19日	 ・課長会議　・熊延鉄道跡探訪
	 ・熊本県都市計画審議会来庁応対
	 ・九州農政局来庁応対　・東部台地事業説明会
20日	 ・緑川改修期成会要望活動　～ 21日
21日	 ・第 3 回幸せ実感くまもと「まち・ひと・しごと」づくり

推進会議
22日	 ・連携中枢都市圏構想第 1 回圏域首長会議
	 ・熊本県農業公社来庁応対　・東部台地事業説明会
23日	 ・全国町村会正副会長会及び理事会並びに政務調査会
	 ・国保中央会打ち合わせ
25日	 ・熊本～台湾高雄線定期便就航記念式典及びレセプション
26日	 ・課長会議　・熊本県共同募金会来庁応対
	 ・熊本県農業会議来庁応対　
	 ・熊本県都市計画審議会
	 ・東部台地土地区画整理事業評価委員会　
	 ・東部台地土地区画整理審議会
	 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
	 ・東部台地土地区画整理事業事業説明会
27日	 ・熊本県財産審議会　・ブレイズ熊本来庁応対
	 ・嘉島町議会議員との懇談会　
	 ・東部台地土地区画整理事業事業説明会
28日	 ・熊本県町村会役員研修　～ 30日
31日	 ・第 21 回くまもと物産フェア

10 月 11日、町民体育館で開かれた嘉島幼稚園の運動会。
楽しく終わって、みんなでバンザイしました。

　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

香
典
返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

米
光　

博
美　

様
（
鯰
）

　
　

亡　

洋
治　

様　

野
口　

祐
子　

様
（
上
島
）

　
　

亡　

英
夫　

様

田
中　

徳　

様
（
熊
本
市
）

　
　

亡　

武
德　

様

佐
々
木　

悦
子　

様
（
鯰
）

　
　

亡　

映
信　

様

髙
田　

ゆ
か
り　

様
（
下
六
嘉
）

　
　

亡　

崇
德　

様

鷹
木　

明
人　

様
（
鯰
）

　
　

亡　

ツ
ル
ヱ　

様

下
田　

弘
美　

様
（
上
島
）

　
　

亡　

勉　

様

笠　

憲
夫　

様
（
下
仲
間
）

　
　

亡　

則
之　

様

緒
方　

百
合
子　

様
（
滝
河
原
）

　
　

亡　

昌
治　

様

永
井　

静
治　

様
（
下
六
嘉
）

　
　

亡　

キ
ミ
エ　

様

原
田　

博
德　

様
（
上
島
）

　
　

亡　

ト
シ　

様

田
口　

敏
朗　

様
（
下
六
嘉
）

　
　

亡　

ヒ
サ
子　

様
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嘉島町の人口動態
平成27年10月31日現在

（前月比）

人   口 9,206 人　

　男　　 4,424 人　

　女　　 4,782 人

世帯数　 3,402 世帯　（－ 6）

― 28 ―

　
昼
間
の
心
地
よ
い
暖
か
さ
の
反
面
、

朝
夕
は
肌
寒
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
気
象
庁
の
予
想
で
は
今

年
は
暖
冬
と
の
こ
と
。
防
寒
対
策
は

も
う
少
し
先
の
よ
う
で
す
が
、
火
気

を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
多
い
時
季

で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
細
心
の

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。（
係
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
そ
っ
と

の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん
」
の
第
６
回
親

子
教
室
が
９
月
17
日
、
鯰
公
民
館
で
あ

り
、
親
子
７
組
と
ス
タ
ッ
フ
が
ま
つ

ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
作
り
に
挑
戦
。
出
来

上
が
っ
た
あ
と
は
、
赤
・
緑
・
黄
の
野

菜
入
り
の「
う
ど
ん
ぎ
ょ
う
ざ
」を
作
り
、

み
ん
な
で
試
食
、
お
母
さ
ん
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!!

第
６
回
親
子
教
室

　（－ 8）

　（－ 5）

　（－13）

11月15日（日） 田上皮ふ科クリニック（御船町）
  ☎２８１－１１１２

11月22日（日） 大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３

11月23日（月・祭）　山地外科胃腸科医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３

11月29日（日） 笹原外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８２－００７０

12月６日（日） のぐち皮ふ科（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２

 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０

12月13日（日） 榊田外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

お外で遊ぶのだーいすき!!
毎日走り回ってます
ご両親：水上優一さん・美弥さん（上六嘉）

　
　
　柊
（
し
ゅ
う
）
ち
ゃ
ん
（
右
）

平
成
24
年
１
月
12
日
生

水
上
　瑛
太
（
え
い
た
）
く
ん

平
成
25
年
４
月
３
日
生

神奈川県に引っ越します。
嘉島大好きです！ありがとう！

ご両親：若林章太さん・麻依子さん（上島）

　
　
　純
蔵
（
じ
ゅ
ん
ぞ
う
）
く
ん

平
成
27
年
５
月
27
日
生

若
林
　優
作
（
ゆ
う
さ
く
）
く
ん
（
左
）

平
成
20
年
６
月
14
日
生


